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平成24年9月末現在の

人口の動き
●日本人人口 14,268人（前月比−2人）	 男 7,129人（−1人）	●外国人人口 86人（前月比−6人）男 41人（−4人）女 45人（−2人）
　　　　　　 　　　　（前年比＋72人）	女 7,139人（−1人）	 ●世帯数 4,359世帯（日本人世帯・外国人世帯合計）
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9月 25日（火）

第37回聖籠町親善陸上大会が
開催されました （関連記事は 31ページをご覧ください）
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決
算
と
は
？

　
決
算
は
会
計
年
度
（
四
月
～
翌
年

三
月
）
の
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
の

実
績
を
報
告
す
る
確
定
的
な
計
数
表

で
す
。
決
算
書
は
会
計
年
度
終
了
後

に
作
成
さ
れ
、
監
査
委
員
が
審
査
し

た
後
、
議
会
の
認
定
で
確
定
し
ま
す
。

一般会計決算
　一般会計とは市町村などの会計の中心で

行政運営の基本的な経費を処理する会計で

す。平成23年度、町の歳入は76億892万円で、

歳出が72億7,874万円となり、差し引き3億

3,018万円の黒字決算となりました。

（平成22年度　77.0％）
　一般財源のうち、人件費、事務費、公債費などの
必要経費の割合を経常収支比率といいます。この率
が高いほど財政に余裕がなく、80％を超えると財政
面で慎重さが必要になります。

（平成22年度　1.365）
　地方公共団体の財政上の能力を示す指数です。こ
の指数が1.0を超えると国からの普通交付税が配分
されません。（不交付団体となります）
　聖籠町は昭和59年から不交付団体です。

経常収支比率　81.4％ 財政力指数　1.251

一般会計歳出

　　　　  72 億 7,874 万円
町民一人あたり

　　　　　  51 万 4,654 円

（　　　 ）平成24年３月31日の
人口14,143人

使いました

一般会計歳入

76億892万円
町税

46億2,583万円
（60.8％）

地方消費税交付金
1億7,967万円
（2.4％）

県支出金
5億2,066万円
（6.9％）

使い道を特定して県が
支出する補助金等

繰越金
3億9,815万円
（5.2％）

前年度から繰り越した
お金

諸収入
3億5,822万円
（4.7％）

貯金利子や税の延滞金、
貸付金の回収金など

国庫支出金
5億4,765万円
（7.2％）

使い道を特定して国が
支出する補助金等

その他
4億7,642万円
（6.2％）

地方譲与税、使用料及
び手数料、負担金など

繰入金
2億6,762万円
（3.5％）

特別会計、基金からの
繰入金

町債
2億3,470万円
（3.1％）

財源不足等による借入金

内訳
固定資産税   37億271万円（80.0％）
町民税（個人）   4億2,846万円（9.3％）
町民税（法人）      3億184万円（6.5％）
軽自動車税、たばこ税、入湯税　 1億9,282万円（4.2％）

内訳
固定資産税   37億271万円（80.0％）
町民税（個人）   4億2,846万円（9.3％）
町民税（法人）      3億184万円（6.5％）
軽自動車税、たばこ税、入湯税　 1億9,282万円（4.2％）

　

こ
の
ほ
ど
、
平
成
二
十
三
年
度
の
町
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
九
月

の
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
一
年
間
に
使
わ
れ
た
お

金
は
、
一
般
会
計
と
六
つ
の
特
別
会
計
合
わ
せ
て
約
百
十
二
億
三
千

万
円
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
し
て
使
わ

れ
た
の
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
気
づ
き
の
点
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
税
務
財
政
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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■町債の状況

■基金の状況

特別会計とは？
　地方公共団体の会計は、本来一つの会計が原則です。し
かし、様々な行政需要が求められてきている現在、単一の
会計で処理することが難しくなってきました。
　そこで次のような特定の事業を一般会計から分けて、わ
かりやすいように処理するのが特別会計です。

特別会計決算

平成23年度
決　算

  平成23年度に行った
　　　    主な建設事業

・聖籠海洋レクリエーション交
　流拠点施設整備工事

　　　1 億 738 万円
・次第浜山辺川線道路改良工事

　　　7,175 万円
・弁天潟風致公園整備工事

　　　6,059 万円
・生ごみ堆肥化施設建設等工事

　 5,786 万円
・杉谷内藤寄線消雪パイプ設置
　工事

　　　2,090 万円
・亀塚防風堤土留改修工事

　　　1,359 万円
・聖籠野球場建物改修工事

　　　1,100 万円

まちづくりのためにまちづくりのために
合　計一般会計

特別会計

一般会計歳出

72億7,874万円

民生費
　18億1,721万円
（25.0％）

高齢者・児童・障がい
福祉事業など

教育費
　12億6,201万円
（17.3％）

こども園・学校・
社会教育・
社会体育事業など土木費

12億170万円
（16.5％）
道路・公園・
港湾整備など

衛生費
8億1,030万円
（11.1％）

保健事業、ごみ処理
事業など

商工費
2億201万円
（2.8％）
商工業の振興、
観光事業など

公債費
3億2,500万円
（4.5％）

町が借り入れたお金
の返済

農林水産業費
3億6,313万円
（5.0％）

農業・漁業振興、
土地改良事業など

消防費
2億8,407万円
（3.9％）

消防団活動、消防施
設整備など

総務費
7億3,837万円
（10.2％）

公害・交通安全対策、
選挙、広域関連事業など

その他
1億5,535万円
（2.1％）

議会費
1億1,959万円
（1.6％）
議会活動

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出

国 民

健 康 保 険

事 業 勘 定 14億 8,750万円 14億 1,634万円

施 設 勘 定 1億 7,856万円 1億 4,801万円

介 護 保 険 10億 2,227万円 10億 1,110万円

後 期 高 齢 者 医 療 7,170万円 7,129万円

県 営 開 拓 パ イ ロ ッ ト 事 業 1,027万円 632万円

下 水 道 事 業
収 益 的 収 支 4億 526万円 5億 7,259万円

資 本 的 収 支 2億 5,958万円 2億 8,195万円

水 道 事 業
収 益 的 収 支 2億 3,757万円 2億 4,668万円

資 本 的 収 支 1億 7,164万円 1億 9,858万円

区　　　　分 平成23年度末残高

一 般 会 計 28億 1,337万円

国民健康保険特別会計 8,638万円

下 水 道 事 業 会 計 75億 640万円

水 道 事 業 会 計 3億 6,377万円

合　　　　　　　計 107億 6,992万円

区　　　　分 平成23年度末残高
財 政 調 整 基 金 13億 9,839万円
減 債 基 金 8,453万円
災 害 救 助 基 金 1億 2,667万円
土 地 開 発 基 金 6,398万円
道 路 整 備 基 金 2,285万円
教 育 振 興 基 金 319万円
公 共 用 施 設 整 備 基 金 2,318万円
公 共 用 施 設 維 持 基 金 7,043万円
地 域 福 祉 基 金 3,658万円
観音の湯ざぶ～ん館維持基金 1億 753万円
町営住宅及び共同施設維持基金 1億 740万円
ふ る さ と 応 援 基 金 119万円

合　　　　　　計 20億 4,592万円

112億円
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により地方公共団体は、健全化判断比率及び資金不足比率を算定し、
監査委員の審査に付した上で議会へ報告し、住民に公表することが義務付けられています。
　それぞれの指標が、早期健全化基準、財政再生基準を上回ると、財政健全化計画、財政再生計画を策定しなければ
なりません。
　本町における平成 23 年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率を次のとおり公表します。

 1  健全化判断比率 （単位：％）

 2  資金不足比率 （単位：％）

※ １　地方公共団体の標準的な年間収入	
※ ２　一般会計等が償還する地方債や、退職手当支給予定額等の合計　	
※ ３　収入－支出などで求められ、一般会計等の実質赤字に相当するもの	

【用語の説明】

地方公社・第三セクター等

一般会計

県営開拓パイロット事業
聖籠町特別会計

国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療特別会計

下水道事業会計

水道事業会計

一部事務組合・広域連合

一
般
会
計
等

公
営
事
業
会
計

実
質
赤
字
比
率

資
金
不
足
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

※公営企業会計
　ごとに算定

平成23年度決算に基づく
健全化判断比率及び資金不足比率

 3  健全化判断比率等の対象範囲

平成23年度決算に基づく
健全化判断比率及び資金不足比率

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
聖籠町の比率 ― ―   5.9 ―

早期健全化基準 15.00 20.00 25.0 350.0
財政再生基準 20.00 30.00 35.0 －     

特　別　会　計　の　名　称 資金不足比率
下 水 道 事 業 会 計 －
水　道　事　業　会　計 －

 

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 　一般会計等における標準財政規模 ※1 に対する、歳入総額から歳出総額を差し引いた額の割合です。
つまり、黒字か赤字かを判断する指標です。本町は、赤字でない（黒字）ため、「－」で表しています。

連結実質赤字比率 　町の全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する割合です。本町は、赤字でない（黒字）
ため「－」で表しています。

実質公債費比率 　収入のうち、どのくらいを借金の返済にあてているかを示す指標で、資金繰りの危険度を示します。
一部事務組合、広域連合まで含めて算定します。

将来負担比率 　一般会計等が将来負担すべき実質的な負債 ※2 の標準財政規模に対する比率で、それらの負債が将
来、財政を圧迫する可能性があるかを示したものです。

早期健全化基準 　指標が、一つでもこの基準を超えた場合、「財政健全化計画」を策定し、自主的な改善努力による
財政健全化を行っていかなければなりません。（イエローカード）

財政再生基準 　指標が、一つでもこの基準を超えた場合、「財政再生計画」を策定し、国等の関与による確実な再
生を行っていかなければなりません。（レッドカード）

資金不足比率 　公営企業の資金不足額 ※3 に対する事業の規模の割合を示したもので、経営状況の健全度を表して
います。本町は、資金不足がないため「－」と表示しています。
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人事行政の運営状況
　聖籠町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成 17 年聖籠町条例第 15 号）第 4 条の規定
により、平成 23 年度の人事行政の運営状況等について公表します。

● 人事行政の運営状況の公表について
　地方公務員法で、定員、給与、任免、研修等の人事行政全般について住民へ公表することが義務づけら
れています。これは人事行政の運営状況等を公表し、公平性、透明性を一層高めることを目的としています。
　今後も適正な定員管理、給与の適正化、研修等による職員の資質向上に努めていきます。

1. 職員の任免及び職員数に関する状況（平成23年度）

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する
　　 休職者・派遣職員などを含み、臨時、又は非常勤職員を除いています。

（注）  1　職員手当には退職手当を含まない。
2　職員数及び給与費は当初予算に計上された値。

2. 職員の給与の状況

（1）退職者の状況
退職事由 定年退職 勧奨退職 その他退職 計

一 般 行 政 2 1 - 3
専 門 職 - - - -
教 育 職 2 1 - 3
技能労務職 1 - - 1

計 5 2 0 7

（2）採用者の状況
区　　分 一般行政 教育職 技能労務職 計

上 級 試 験 2 - - 2
中 級 試 験 - 4 - 4
初 級 試 験 - - - 0
選 考 考 査 - - 1 1

計 2 4 1 7

（3）職員数に関する状況（平成24年4 月 1 日現在）
①部門別職員数の状況

区　　分 職 員 数 増減数 主な増減理由部　　門 H23 H24 H24

一般行政部門

議 会 3 3 0
総務企画 30 30 0
税 務 11 11 0
民 生 25 23 △ 2 退職者不補充及び業務を伴わない減
衛 生 14 14 0
農林水産 8 9 1 業務を伴わない増
商 工 2 2 0
土 木 11 13 2 業務拡大による増
小　 計 104 105 1

特別行政部門 教 育 54 56 2 臨時職員対応の正規職員化
小　 計 54 56 2

普通会計合計 158 161 3

公営企業等
会 計 部 門

上下水道 9 8 △ 1 業務縮小による減
そ の 他 17 15 △ 2 業務を伴わない減
小 計 26 23 △ 3

合　　　計 184 184 0

（1）人件費の状況（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
（23年度末）

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
22年度人件費率

23年度 14,143 人 7,218,691 千円 329,377 千円 1,237,971 千円 17.1% 17.2%

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

区　分 職　員　数
Ａ

給与費 １人当たり給与費
Ｂ／Ａ給料 職員手当 期末勤勉手当 計　Ｂ

24年度 164 人 615,782 千円 78,452 千円 221,806 千円 916,040 千円 5,586 千円

②年齢別職員構成の状況� 【単位：人】

区分
20
歳
未
満

20
〜
23
歳

24
〜
27
歳

28
〜
31
歳

32
〜
35
歳

36
〜
39
歳

40
〜
43
歳

44
〜
47
歳

48
〜
51
歳

52
〜
55
歳

56
〜
59
歳

60
歳
以
上

計

職
員
数

H24.4.1 0 11 23 12 13 24 17 15 17 30 22 - 184

H23.4.1 0 10 18 13 17 24 14 17 17 29 25 - 184

H24.4.1

H23.4.1
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（4）職員の平均給与月額、初任給等の状況（普通会計）
① 職員の平均年齢、平均給料月額及び
　 平均給与月額の状況（平成24年4月1日現在）

（注）  1「平均給料月額」とは、各職種ごとの職員の基本給の平均。
       2「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、調整手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したもの。

② 職員の初任給の状況（平成24年4月1日現在）

（5）一般行政職の級別職員数の状況（平成24年4月1日現在）

（注）１　給与条例に基づく給料表の級区分による
　　　　職員数。
　　 ２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に

　　　　該当する代表的な職務。

  ② 時間外勤務手当・休日勤務手当   ③ 特殊勤務手当（平成24年4月1日現在）

※ 支給実績及び平均支給年額は、医師を除く。
  ④ その他の主な手当（平成24年4月1日現在）

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 41.09 歳 302,246 円 340,743 円
技能労務職 40.02 歳 261,922 円 283,072 円

区　　分 聖 籠 町 新 潟 県 国

一般行政職
大学卒 172,200 円 178,800 円 172,200 円
高校卒 140,100 円 144,500 円 140,100 円

技能労務職 高校卒 137,200 円 141,900 円 137,200 円

区 　分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１　級 主事 10   9 . 7%
２　級 主事 13 12 . 6%
３　級 主任 33 32 . 0%
４　級 係長、主幹 22 21 . 4%
５　級 課長補佐、次長 11 10 . 7%
６　級 課長、参事 14 13 . 6%

（6）職員手当の状況（普通会計）
  ① 期末・勤勉手当、退職手当の状況（平成23年度）

区　分 聖　　　籠　　　町 国

期末・勤勉手当
（支給割合）

期末手当 勤勉手当
・ 6 月期 1.225 月分 0.675 月分
・12 月期 1.375 月分 0.675 月分 同じ 　　　計 2.60 月分 1.35 月分
・1 人当たり平均支給額（平成23年度）　　　　　　　　　　  1,323 千円
　職階上の段階、職務の級等による加算措置有り（5～15％）

退職手当

自己都合 勧奨・定年

同じ

・勤続 20 年 23.50 月分 30.55 月分
・勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分
・勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分
・最高限度額 59.28 月分 59.28 月分
・加算措置 定年前早期退職の場合は１年につき

2％加算（20％限度）
・1 人当たり支給額（平成23年度） 25,674 千円

支給実績（平成23年度決算） 37,447 千円

職員 1 人当たり平均支給年額
（平成23年度決算） 237 千円

支給実績（平成22年度決算） 34,577 千円

職員 1 人当たり平均支給年額
（平成22年度決算） 222 千円

支給実績（平成23年度決算） 87 千円
支給職員 1 人当たり平均支給年額

（平成23年度決算） 4,353 円

職員全体に占める手当支給職員の割合
（平成23年度） 12.7%

手当の種類（手当数） 10 種類

主な手当の名称
税徴収手当、防疫等作
業手当、除雪作業手当、
用地交渉手当

手　当　名 内容及び支給単価 支給実績
（23年度決算）

支給職員 1 人当たり平均
支給年額（23年度決算）

扶 養 手 当 扶養親族ある職員に対して扶養区分に応じた額を支給 15,549 千円 191,957 円
住 居 手 当 借家等の場合は家賃に応じた額を支給（27,000円を限度） 4,510 千円 265,271 円

通 勤 手 当 2km 以上の距離を自動車等で通勤する職員に対し通勤距離に
応じた額を支給 7,099 千円 49,302 円

管 理 職 手 当 課長、室長、事務局長に月額33,200円、参事、園長、館長に
24,900円支給 8,330 千円 362,183 円

（3）ラスパイレス指数の状況（各年 4 月 1 日現在）
　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の地方公務員の給与水準を示す数値です。

99
98
97
96
95
94
93

H16H15

98.4
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95.5 95.4

96.694.4

H17 H18 H19 H21H20 H22
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（7）特別職の報酬等の状況（平成24年4月1日現在）

（1）勤務時間の状況（平成23年度）

（3）育児休業の状況（平成23年度実績）

（1）分限処分の状況
　分限処分とは、法律又は条例に定められた事由に該当した場合に、
職員の意に反してその身分に不利益な変動をもたらす処分のことを
いい、地方公務員法第28条に規定されています。
　分限処分には、降任・免職・休職・降給の４種類があります。

（2）懲戒処分の状況
　懲戒処分とは、任命権者が職員の一定の義務違反に対して、その
責任を追及して行う行政上の不利益処分のことをいい、地方公務員
法第29条に規定されています。
　懲戒処分には、戒告・減給・停職・免職の４種類があります。

服務規律遵守のための取組み
・年末年始における服務規律確保の通知　・選挙における服務規律確保の通知

6. 職員の研修及び勤務成績の評定状況
　　　　　　　　　　　　　　（平成23年度）（1）研修の状況

7. 職員の福祉及び利益保護の状況   （平成23年度）

（2）勤務成績の評定状況
職員の人事評価について、平成24年度から試行中。

4. 職員の分限及び懲戒処分の状況（平成23年度）

5. 職員の服務状況（平成23年度）

3. 職員の勤務時間その他の勤務条件

区　　分 給料等月額 期末手当

給　　　料
町 長 806,000 円
副 町 長 645,000 円 6 月期 1.40 月分
教 育 長 530,000 円 12月期 1.55 月分

報　　　酬
議 長 303,000 円 計 2.95 月分
副 議 長 246,000 円 ※ 教育長は職員と同じ
議 員 222,000 円

1 週間の正規の勤
務時間

1 日の正規の勤
務時間 開始時間 終了時間 休憩時間

38時間45分 7時間45分 8:30 17:15 12：00～13：00

（2）年次有給休暇の状況（平成23年実績）
　年次有給休暇は、１の年（暦年）ごとに20日付与され（中途
採用者を除く。）、20日を超えない範囲内の残日数は、40日を限
度として翌年に繰り越すことができる。

総取得日数 全対象職員 平均取得日数
916.4 日 100 9.2 日

性別 休業者数 3 月未満 3 月以上
6 月未満

6 月以上
1 年未満 1 年以上

男 − − − − −
女 4 − − 2 2

処 分 事 由 降任 免職 休職 降給
勤務実績が良くない場合 − − − −
心身の故障の場合 − − 1 −
職に必要な適格性を欠く場合 − − − −
職制、定数の改廃、予算の減少によ
り廃職、過員を生じた場合 − − − −

刑事事件に関し起訴された場合 − − − −

実施主体 研　　修　　名 受講者数

新潟県
自治研修所

主任・主査研修 8
係長研修 16
課長補佐級研修 1
課長級研修 3
法制執務研修 3
民法Ⅰ 1
行政法研修 1
政策法務研修 1
政策形成研修 1
業務改善研修 1
コーチング研修 1
プロジェクトマネジメント研修 2
タイムマネジメント研修 1

新潟県市町村
総合事務組合

新採用職員研修 4
一般職員研修第１部 5
一般職員研修第２部 1
財務事務新任研修 1
税務事務新任研修 2
固定資産税事務新任研修 1
徴収事務研修 1
人事評価研修 1
住民協働研修 1
職場のマナー研修 2
情報公開・個人情報保護制度研修 1
保育士研修 3
福祉・医療研修 1
キャリアデザイン研修 1
クレーム対応力向上研修 1
ファシリテーター養成入門講座 2
説明力向上研修 1

区　分 事業名 事業概要

厚生制度

定期健康診断 定期健康診断及び事後指導
人間ドック １日人間ドック
健康増進教育 健康相談
元気回復事業 町村職員親善スポーツ大会

共済制度
（県市町村職員
共済組合事業）

短期給付 保健給付（医療保険）、休業給付等
長期給付 退職共済年金、障害共済年金等
福祉事業 貸付事業、保健事業等

※平成23年中の採用者、退職者、派遣職員、育児休業者等を除く。

処 分 事 由 戒告 減給 停職 免職
法令に違反した場合 − − − −
職務上の義務に違反し又は職
務を怠った場合 3 − − −

全体の奉仕者たるにふさわし
くない非行のあった場合 1 − − −

実施主体 研　　修　　名 受講者数

市町村職員
中央研修所

水道事業の経営管理 1
循環と共生の環境づくり 1
人事評価制度の実践 2
法令実務Ｂ 1
地方自治制度（研修講師養成） 2

新発田地域広域事務組合 広域事務組合構成市町職員研修 4

聖籠町
新採用職員研修 4
接遇研修 123
クレーム対応力研修 33

新潟県 IT ＆ ITS
推進協議会

パソコン実務研修（基礎・応用） 6
データベース講座（基礎・応用） 5

※ 平成23年度に新たに育児休業した職員数。
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事業担当者
が調書作成

所属長によ
る１次評価

若手職員が
点検・提言

町長（副町長）に
よる２次評価　

取組状況
の公表

次年度
以降の
事務事
業に反
映　　

評価の体制は？
→　事業内容をよく把握している担当者などが評価調書を作成し、所属長による１次評価を経て、副町長が２次
評価し、町長へ報告しました。
　　また、初めての取組として、庁内若手職員によるワーキンググループが、１次評価者へのヒアリングを行い、
事業の内容等について提言を行いました。

評価対象の
イメージ

基本構想

基本計画

実施計画

政策評価

施策評価

事務事業評価

行政の基本的な方針

政策を実現するための
具体的方針 ･対策

施策を実現するための
個々の手段

今後、評価対
象とする範囲

現在の
評価範囲

【総合計画の三層構造】 【行政評価の三層構造】

事務事業評価を実施しました
　町では、・コストを意識した効率的 ･効果的な行政運営・総合計画の進行管理・町民参加のまちづくりの推進の
さらなる向上を目的として、事務事業評価（行政評価）を試行実施しました。
　評価の対象は、町の総合計画実施計画に位置付けられた事務事業のうち、法定受託事務 ※ などを除く継続事業
とし、「１次評価」「２次評価」の２段階による内部評価を行いました。評価結果の概要は以下のとおりです。

※ 法定受託事務：町の事務のうち、国や県が本来果たすべき役割にかかるもの

事務事業評価って、なに？
→　町の事業の実施方法が少ない経費で効果を発揮するよう、きちんと行われたか見直すことです。見直しの結
果は、次の年度に反映させます。
　「事務事業」とは、町が目指す方針（政策・施策）を実現するために各所属が行っている個々の事業です。「事
務事業評価」は、実施した事業が所期の目的を効率的かつ効果的に達成したか、また、時代の変化等によって
事業内容の見直しが必要かなど、さまざまな角度から評価を行い、事業に反映させることを目的としています。

評価の対象は？
→　個別の事業の実施方法が効果的、効率的に行われているか評価します。

　町では現在、各所属が行う個々の事業に対し、実施の翌年に内部評価を行っています。事務事業は、町民の
皆さんと直接的に関係の深い、健康診断や町の施設運営、各種補助金事業などのほか、主に役場の内部事務執
行に関わる委託事業や政策を推進するための法令整備事業など、さまざまなものがあります。評価対象となる
事務事業はいずれも、町総合計画の基本構想、基本計画を実現するための「実施計画」に位置付けている事業です。
　現在は、個別の事務事業を評価範囲としていますが、今後は組織横断的な方針（政策・施策）も、評価を行
う予定です。
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評価の結果は？
→　平成 23 年度の 163 事業について、
評価を実施しました。

　　あらかじめ設定した①成果②効率性
の指標と、事業の妥当性（③）につい
てそれぞれ評価しました。これらを総
合し、事業全体の評価をＡからＤの４
段階で表しています。

　　また、評価結果を踏まえ、来年度以
降の事業の方向性をＡからＣで表した
のが、「３. 今後の方向性」の項目です。

　　なお、個別の事業の評価結果は、町
ホームページでご覧いただけるほか、
役場総務課、図書館にも備え付けてい
ます。

１．評価の実施状況

所属 合計
内訳（総合計画の体系別）

第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

総務課 10 1 9

税務財政課 2 2

町民課 7 6 1

保健福祉課 46 46

生活環境課 11 6 5

産業観光課 23 3 20

ふるさと整備課 26 25 1

東港振興室 1 1

上下水道課 4 4

議会事務局 1 1

学校教育課 17 1 16

社会教育課 15 15

合計 163 39 58 32 21 13

２．評価結果
①成果 Ａ高い 127 ②効率性 Ａ高い 129 ③妥当性 Ａ妥当である 141
　（達成度）Ｂやや高い 32 Ｂやや高い 31 Ｂ概ね妥当である 20

Ｃやや低い 4 Ｃやや低い 2 Ｃあまり妥当でない 2
Ｄ低い 0 Ｄ低い 1 Ｄ妥当でない 0

総合判定 Ａ 135
Ｂ 27
Ｃ 1
Ｄ 0

Ａ現状のまま継続 131
Ｂ改善（事業の拡大） 10
Ｂ 〃 （手段の変更） 20
Ｂ 〃 （事業の縮小） 1
Ｃ統合・休止・廃止 1

計 163

３．今後の方向性

A高い
77.91%

A
82.82%

A現状のまま継続
80.37%

B改善
（事業の拡大）

6.13%

B改善（事業の縮小）
0.61%
C統合・休止・廃止

0.61%

B改善
（手段の変更）
12.27%

B
16.56%

C
0.61%

D
0.00%

A高い
79.14%

A妥当である
86.50%

Bやや高い
19.63%

Bやや高い
19.02%

B概ね妥当
である
12.27%

Cやや低い
2.45%

Cやや低い
1.23%

D低い
0.00%

D低い
0.61%

D妥当でない
0.00%

Cあまり妥当でない
1.23%

　事業ごとの達成
度を測るため、「成
果指標」を設定し
ました。指標に基
づく評価は、「Ａ
高い」が７割を超
えました。

　 効 率 性 を 測 る
ために、「活動 指
標」を設定しまし
た。評価は「Ａ高
い」が７割を超え
ました が、「 Ｃや
や低い」「D 低い」
と回答した事業も
ありました。

　事業コスト、手
法、緊急性などを
総合的に評価しま
した。

　 ① 〜 ③ の 評
価結果を数値化
し、自動判定を
行いました。

　「Ｂ改善」「Ｃ統合・
休止・廃止」を選択
した事業は約２割に
のぼりました。

お問い合わせ　役場総務課　総合政策係　（内線 229）
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交
流
訪
問
で
一
番
心
に
残

っ
た
こ
と

　
　
　

亀
代
小
学
校
五
年

板い
た

垣が
き　

大た
い

樹き

さ
ん

　

八
月
三
日
か
ら
八
月
八
日
ま

で
中
国
の
ハ
ル
ビ
ン
市
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
一
番
心

に
残
っ
た
こ
と
は
、
熱
烈
歓
迎

さ
れ
た
こ
と
で
す
。
歌
や
楽
器

の
演
奏
が
す
ご
く
上
手
で
し
た
。

中
で
も
フ
ル
ー
ト
が
す
ご
く
息

が
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
僕
た
ち

も
歌
と
踊
り
を
披
露
し
て
き
ま

し
た
。
緊
張
は
し
な
か
っ
た
け

ど
、
踊
り
の
ソ
ー
ラ
ン
は
楽
し

ん
で
や
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
で
は
、
僕

と
、
松
井
憲
生
君
二
人
で
四
年

生
の
男
の
子
の
お
宅
に
お
じ
ゃ

ま
し
ま
し
た
。
そ
の
お
宅
は
、

十
七
階
の
ビ
ル
の
屋
上
に
あ
り

ま
し
た
。
屋
上
か
ら
の
景
色
は

と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
夜
ご

飯
は
本
場
の
ぎ
ょ
う
ざ
を
食
べ

ま
し
た
。
ぎ
ょ
う
ざ
の
肉
が
お

い
し
か
っ
た
で
す
。
ス
イ
カ
も

ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と

て
も
甘
か
っ
た
で
す
。

　

来
年
は
ハ
ル
ビ
ン
市
の
お
友

達
が
来
る
番
で
す
。
来
た
ら
、

僕
た
ち
も
歓
迎
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
夏
休
み
最
高
の
思
い

出
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
先
生
方

や
役
場
の
み
な
さ
ん
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

勉
強
に
な
っ
た
楽
し
か
っ

た
中
国

　
　
　

亀
代
小
学
校
五
年

小こ

山や
ま　

裕ゆ
う

佳か

さ
ん

　

私
は
、
八
月
三
日
か
ら
八
月

八
日
ま
で
、
中
国
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
初
め
て
家
族
と
離
れ

て
の
海
外
旅
行
だ
っ
た
の
で
、

不
安
な
気
持
ち
や
緊
張
感
が
あ

り
ま
し
た
。
で
も
、
一
人
で
何

か
を
す
る
こ
と
の
難
し
さ
が
わ

か
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

私
が
勉
強
し
た
こ
と
と
、
楽

し
か
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
勉
強
し
た
こ
と
で
す
。

勉
強
し
た
こ
と
は
、
二
つ
あ
り

ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
ご
は
ん
と
水
の

こ
と
で
す
。
ご
は
ん
は
、
油
っ

ぽ
い
も
の
が
多
く
す
ぐ
お
な
か

に
た
ま
り
、
あ
ま
り
食
べ
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
水
は
、
中
国

は
日
本
と
違
い
水
道
水
は
飲
め

ま
せ
ん
。
中
国
の
水
道
水
は
硬

水
だ
か
ら
、
な
れ
な
い
人
が
飲

む
と
お
な
か
が
痛
く
な
っ
た
り

し
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
中
国
の
人
た
ち

の
こ
と
で
す
。
顔
は
日
本
人
と

す
ご
く
似
て
い
ま
し
た
。
や
さ

し
い
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

と
て
も
勉
強
に
な
っ
て
よ
か
っ

た
で
す
。

　

次
は
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
で

す
。
楽
し
か
っ
た
こ
と
も
二
つ

あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
中
国
の
人
た
ち

と
の
交
流
活
動
で
す
。
一
一
七

中
学
校
に
行
き
ま
し
た
。
中
国

の
人
た
ち
に
ソ
ー
ラ
ン
と
ビ
リ

ー
ヴ
を
披
露
し
ま
し
た
。
最
初

は
緊
張
し
た
け
れ
ど
、
中
国
の

人
た
ち
が
笑
顔
だ
っ
た
の
で
、

よ
ろ
こ
ん
で
る
の
か
な
と
思
っ

て
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
ま
し
た
。
中

国
の
人
た
ち
も
、
踊
り
な
ど
を

披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
中
国

の
人
は
、
び
っ
く
り
す
る
く
ら

い
踊
り
が
上
手
で
、
見
て
い
る

だ
け
で
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ

ト
で
す
。
と
て
も
、
や
さ
し
い

方
た
ち
で
し
た
。
言
葉
は
、
あ

ま
り
通
じ
な
か
っ
た
け
ど
、
と

て
も
楽
し
い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
、
中
国
に
行
っ
た
お
か

げ
で
、
中
国
の
方
や
、
い
っ
し

ょ
に
行
っ
た
友
達
と
絆
が
深
め

ら
れ
て
、
よ
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
中
国
に
行
き
た
い
で

児
童
・
生
徒
交
流
事
業

～
た
と
え
言
葉
は
分
か
ら
な
く
て
も
～

中国黒龍江省
ハルビン市

経緯小学校にて

　

八
月
三
日
か
ら
八
月
八
日
ま
で
、
町
の
小
学
生
十
四
名
が
ハ
ル
ビ
ン
市

を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
初
め
て
訪
れ
る
中
国
で
、
様
々
な
面
で
住
み
慣
れ
た
日
本

と
の
違
い
を
感
じ
、
ま
た
多
く
の
人
と
の
出
会
い
や
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
、

た
と
え
言
葉
は
分
か
ら
な
く
て
も
、
気
持
ち
が
通
じ
る
こ
と
の
素
晴
ら
し

さ
を
感
じ
る
な
ど
色
々
な
経
験
を
積
ん
で
来
ま
し
た
。

先
月
号
の
蓮
野
小
学
校
・
山
倉
小
学
校
の
児
童
に
続
き
、
今
月
号
で
は
亀

代
小
学
校
の
児
童
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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す
。

中
国
見
聞
録

　
　
　

亀
代
小
学
校
五
年

菅す
が

原は
ら　

創そ
う

馬ま

さ
ん

　

ぼ
く
は
、
五
泊
六
日
で
中
国

に
行
き
ま
し
た
。
行
き
先
は
、

ハ
ル
ビ
ン
と
北
京
で
す
。
中
国

で
驚
い
た
の
は
、
車
が
右
側
通

行
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
う

一
つ
、
中
国
の
水
道
水
は
、
飲

め
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
お

い
し
く
水
が
飲
め
る
日
本
は
便

利
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ハ
ル
ビ
ン
で
楽
し
か
っ
た
こ

と
は
、
東
北
虎
林
園
に
行
っ
た

こ
と
で
す
。
虎
林
園
で
は
、
ト

ラ
、
ラ
イ
オ
ン
、
黒
ヒ
ョ
ウ
、

ホ
ワ
イ
ト
タ
イ
ガ
ー
な
ど
が
い

ま
し
た
。
特
に
ト
ラ
が
た
く
さ

ん
い
て
、
バ
ス
に
乗
り
な
が
ら

見
ま
し
た
。

　

北
京
で
は
万
里
の
長
城
に
登

り
ま
し
た
。
長
城
に
着
い
て
景

色
を
見
た
ら
、
す
ご
く
き
れ
い

で
し
た
。
世
界
遺
産
は
す
ご
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

　

北
京
動
物
園
で
は
、
パ
ン
ダ

を
見
ま
し
た
。
笹
を
食
べ
て
い

る
パ
ン
ダ
が
い
ま
し
た
。
最
後

に
お
み
や
げ
を
買
い
ま
し
た
。

お
み
や
げ
も
パ
ン
ダ
に
関
係
す

る
も
の
で
笹
の
鉛
筆
や
、
ぬ
い

ぐ
る
み
な
ど
で
す
。

　

ぼ
く
が
一
番
楽
し
か
っ
た
の

は
、
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
で
す
。

ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
で
は
、
言
葉

は
通
じ
な
か
っ
た
け
ど
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
で
中
国
語
を
日
本
語

に
し
た
り
、
英
語
で
会
話
し
た

り
し
ま
し
た
。
黒
龍
江
省
博
物

館
で
は
、
恐
竜
を
見
ま
し
た
。

骨
や
化
石
な
ど
が
あ
っ
て
、
面

白
か
っ
た
で
す
。
夕
食
は
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
で
し
た
。
日
本
の
と

は
違
っ
て
ゆ
で
て
食
べ
る
も
の

で
し
た
。
木
の
実
の
よ
う
な
も

の
が
入
っ
て
い
た
け
ど
食
べ
ら

れ
な
い
も
の
で
し
た
。

　

最
後
に
お
み
や
げ
を
も
ら
い

ま
し
た
。
梅
の
掛
け
軸
で
す
。

五
年
生
く
ら
い
の
女
の
子
が
書

い
て
く
れ
た
も
の
で
す
。
家
に

持
ち
帰
っ
て
飾
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
の
人

が
聖
籠
町
に
き
た
と
き
、
会
え

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
中
国
で
の
体
験

　
　
　

亀
代
小
学
校
五
年

平ひ
ら

野の　

敬け
い

達た
つ

さ
ん

　

八
月
三
日
、
ぼ
く
は
、
中
国

の
ハ
ル
ビ
ン
市
に
行
き
ま
し
た
。

中
国
に
行
っ
て
、
ぼ
く
は
、
日

本
と
違
う
と
こ
ろ
に
気
づ
き
ま

し
た
。
中
国
に
は
信
号
が
な
く

て
と
て
も
危
険
で
し
た
。

　

一
日
目
は
日
本
か
ら
来
た
人

を
歓
迎
す
る
歓
迎
会
が
あ
り
ま

し
た
。
歓
迎
し
て
も
ら
っ
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

二
日
目
は
ト
ラ
の
動
物
園
に

行
き
ま
し
た
。
中
に
入
っ
て
サ

フ
ァ
リ
バ
ス
の
よ
う
な
も
の
に

乗
っ
て
ト
ラ
を
見
ま
し
た
。
お

っ
き
い
ト
ラ
も
た
く
さ
ん
い
ま

し
た
。
そ
の
後
は
、
歩
い
て
写

真
を
撮
り
ま
し
た
。
ト
ラ
が
生

で
肉
を
食
べ
て
い
る
と
こ
ろ
も

見
ま
し
た
。
迫
力
が
す
ご
く
て

ト
ラ
の
強
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
ク
ロ
ヒ
ョ
ウ
、
ホ
ワ

イ
ト
ラ
イ
オ
ン
な
ど
い
っ
ぱ
い

い
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

三
日
目
は
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト

が
あ
っ
て
と
て
も
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
い
っ
し
ょ
に
バ
ス

ケ
を
し
た
り
、
い
ろ
ん
な
こ
と

を
し
て
遊
び
ま
し
た
。
言
葉
は

通
じ
な
い
け
ど
心
は
通
じ
合
え

て
仲
良
く
な
れ
ま
し
た
。
す
ご

く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

四
日
目
、
ぼ
く
た
ち
は
北
京

に
行
き
ま
し
た
。
北
京
は
ハ
ル

ビ
ン
と
は
違
っ
て
す
ご
く
暑
か

っ
た
で
す
。
万
里
の
長
城
を
登

り
ま
し
た
。
簡
単
に
登
れ
る
か

と
思
っ
て
い
た
け
ど
か
な
り
き

つ
く
て
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

最
後
ま
で
登
り
き
り
ま
し
た
。

有
名
な
と
こ
ろ
は
す
べ
て
登
り

き
れ
て
す
っ
ご
く
う
れ
し
い
で

す
。

　

五
日
目
、
ぼ
く
た
ち
は
北
京

動
物
園
に
行
き
ま
し
た
。
パ
ン

ダ
が
い
っ
ぱ
い
い
ま
し
た
。
ぼ

く
の
ほ
う
を
向
い
た
と
き
が
す

っ
ご
く
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
ぼ
く
の
頭
か
ら

離
れ
ま
せ
ん
。
と
て
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。

　

六
日
目
、
ぼ
く
た
ち
は
中
国

か
ら
日
本
に
帰
り
ま
し
た
。
正

直
日
本
に
帰
れ
て
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

中
国
は
、
マ
ナ
ー
が
悪

い
と
こ
ろ
も
あ
る
け
ど
、

有
名
な
と
こ
ろ
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
中

国
へ
来
れ
て
よ
か
っ
た

と
ぼ
く
は
思
い
ま
す
。

中
国
の
発
見

　

亀
代
小
学
校
六
年

　
　

渡わ
た

邊な
べ　

凪な
ぎ

紗さ

さ
ん

　

私
が
中
国
に
行
っ
て

感
じ
た
こ
と
は
、
中
国

は
日
本
と
は
全
然
違
う

国
だ
と
思
っ
た
こ
と
で

す
。
違
う
と
思
っ
た
こ

と
は
三
つ
あ
り
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
学
校
の

こ
と
で
す
。
日
本
で
は
、
○
年

○
組
と
い
う
ふ
う
に
ク
ラ
ス
を

分
け
て
あ
り
ま
す
。
で
も
中
国

の
学
校
に
行
っ
た
ら
中
学
校
も

小
学
校
も
○
年
○
班
と
い
う
ふ

う
に
分
け
て
あ
り
ま
し
た
。
廊

下
を
通
っ
た
と
き
に
み
ん
な
び

っ
く
り
し
た
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
食
事
の
こ
と
で

す
。
食
事
は
だ
い
た
い
家
で
作

っ
て
食
べ
る
こ
と
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
で
も
中
国
で
は
、
家

で
食
事
を
作
ら
な
い
で
ほ
と
ん

ど
外
食
だ
と
通
訳
さ
ん
が
言
っ経緯小学校でのソーラン披露



広報聖籠 H24.11　12

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た

後
、
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
に
行
き

ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
本
当

に
外
食
で
し
た
。
そ
の
前
に
中

国
に
は
何
で
い
っ
ぱ
い
食
べ
物

屋
さ
ん
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
、
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
私

は
、
毎
日
、
外
食
だ
か
ら
す
ぐ

行
け
る
よ
う
に
い
っ
ぱ
い
あ
る

ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
中
国

の
人
は
料
理
が
苦
手
な
の
か
な

と
思
い
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
、
建
物
で
す
。
私

の
中
国
の
建
物
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

赤
や
緑
の
色
で
金
の
龍
の
付
い

て
い
る
感
じ
の
建
物
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
で
も
行
っ
て
み

た
ら
予
想
と
は
違
っ
て
ほ
と
ん

ど
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
建
物
で

し
た
。
薄
い
黄
色
や
白
で
テ
レ

ビ
で
見
た
こ
と
の
あ
る
よ
う
な

建
物
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
ハ

ル
ビ
ン
は
ロ
シ
ア
の
近
く
だ
か

ら
建
物
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
に
な

っ
て
き
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
国
に
行
っ
て
い
ろ
い
ろ
な

発
見
が
出
来
て
と
て
も
楽
し
か

っ
た
し
び
っ
く
り
し
た
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
交
流
を
続
け
て
お
互
い

の
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ

け
て
い
け
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
す
。

中
国
で
の
思
い
出

　

亀
代
小
学
校
六
年

宮み
や

澤ざ
わ　

あ
か
り
さ
ん

　

私
は
、
中
国
の
思
い

出
の
中
で
、
心
に
残
っ

た
こ
と
が
三
つ
あ
り
ま

す
。

　

一
つ
目
は
、
一
一
七

中
学
校
、
少
年
宮
、
経

緯
小
学
校
で
ソ
ー
ラ
ン

を
踊
っ
た
こ
と
で
す
。

私
は
、
ソ
ー
ラ
ン
で
一

番
前
で
踊
る
の
で
す
ご

く
緊
張
し
ま
し
た
。
踊

る
前
は
、「
失
敗
し
な
い
よ
う

に
し
な
き
ゃ
。」
と
思
っ
て
い

た
ら
、
佐
久
間
先
生
が

「
失
敗
し
て
も
い
い
か
ら
。」

と
言
っ
た
の
で
、
緊
張
が
ほ
ぐ

れ
て
、
上
手
に
出
来
ま
し
た
。

　

佐
久
間
先
生
は
、
終
わ
っ
た

あ
と
に
た
く
さ
ん
褒
め
て
く
れ

ま
し
た
。
す
ご
く
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ

ト
で
す
。
私
は
、「
ど
ん
な
人

か
な
～
。」
と
、
ち
ょ
っ
と
ド

キ
ド
キ
し
ま
し
た
。
会
っ
て
み

る
と
、
子
ど
も
が
四
年
生
な
の

に
、
私
よ
り
ず
っ
と
背
が
高
く

て
、
す
ご
く
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
緊
張
し
て
し
ゃ
べ
れ
な
か

っ
た
と
き
に
は
、
何
回
も
し
ゃ

べ
り
か
け
て
く
れ
る
、
優
し
い

方
で
し
た
。

　

お
別
れ
を
す
る
と
き
、
す
ご

く
さ
び
し
か
っ
た
け
ど
、
会
え

て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
万
里
の
長
城
で

す
。

　

女
坂
と
男
坂
が
あ
っ
て
、
私

は
、
男
坂
を
登
り
ま
し
た
。
行

く
前
は
「
簡
単
か
も
。」
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
登
っ

て
み
る
と
、
坂
が
垂
直
に
近
く

な
っ
て
い
て
、「
簡
単
じ
ゃ
な

か
っ
た
な
あ
。」
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
で
も
、
登
り
き
っ

て
み
る
と
、「
道
の
り
は
短
か

っ
た
な
あ
。」
と
思
い
ま
し
た
。

と
て
も
疲
れ
た
け
ど
、
き
れ
い

な
景
色
が
見
え
て
「
登
っ
て
良

か
っ
た
な
あ
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

中
国
で
、
貴
重
な
体
験
が
出

来
て
、
す
ば
ら
し
い
思
い
出
が

た
く
さ
ん
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
中
国
に
行
っ
て
み
た
い

で
す
。

ソ
ー
ラ
ン
を
踊
っ
て

　
　
　

亀
代
小
学
校
六
年

吉よ
し

田だ　

詩し

音お
ん

さ
ん

　

私
は
、
中
国
で
、
三
回
ソ
ー

ラ
ン
を
踊
り
ま
し
た
。
一
一
七

中
学
校
と
経
緯
小
学
校
と
少
年

宮
で
す
。
一
一
七
中
学
校
の
人

が
出
し
て
く
れ
た
出
し
物
は
、

踊
り
や
、
リ
コ
ー
ダ
の
演
奏
が

あ
り
ま
し
た
。
ど
れ
も
、
と
て

も
上
手
で
し
た
。
私
は
、
ソ
ー

ラ
ン
を
踊
る
前
は
、
あ
か
り
さ

ん
に

「
緊
張
す
る
？
」

と
聞
か
れ
た
の
で
、

「
ち
ょ
っ
と
ね
。」

と
答
え
ま
し
た
。
で
も
踊
っ
て

る
間
は
、
あ
ま
り
緊
張
し
な
か

っ
た
の
で
、
踊
り
終
わ
っ
た
ら
、

明
か
り
さ
ん
に

「
あ
ま
り
緊
張
し
な
か
っ
た
。」

と
言
い
ま
し
た
。

　

経
緯
小
学
校
で
も
、
経
緯
小

学
校
の
人
が
出
し
て
く
れ
た
出

し
物
が
、
と
て
も
上
手
で
し
た
。

経
緯
小
学
校
に
は
、
ス
テ
ー
ジ

が
あ
り
、
そ
の
上
で
踊
り
ま
し

た
。
前
に
イ
ス
が
た
く
さ
ん
並

ん
で
い
て
、
保
護
者
の
方
も
来

て
い
ま
し
た
。
踊
っ
て
い
る
と

き
、
下
や
後
ろ
を
見
て
い
る
と

き
は
、
い
つ
も
ど
お
り
に
踊
れ

た
け
ど
、
顔
を
上
げ
た
ら
、
写

真
を
撮
っ
て
る
人
が
た
く
さ
ん

い
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

　

少
年
宮
で
は
、
何
の
曲
を
演

奏
し
て
い
る
の
か
は
わ
か
ら
な

か
っ
た
け
ど
、
す
ご
い
多
く
の

人
数
で
演
奏
し
て
い
る
の
に
、

み
ん
な
合
っ
て
い
た
の
で
、
と

て
も
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

経
緯
小
学
校
よ
り
も
た
く
さ
ん

の
人
が
見
に
来
て
い
た
の
で
緊

張
す
る
と
思
っ
た
け
ど
、
ス
テ

ー
ジ
に
上
が
っ
た
ら
、
ス
ポ
ッ

ト
ラ
イ
ト
や
踊
っ
て
る
と
き
に

出
て
き
た
煙
で
人
が
あ
ま
り
見

え
な
か
っ
た
の
で
、
緊
張
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

三
回
と
も
、
緊
張
し
な
か
っ

た
し
、
振
り
も
間
違
え
ず
、
い

つ
も
ど
お
り
に
踊
れ
て
よ
か
っ

た
で
す
。

万里の長城にて
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秋の全国交通安全運動
町内一斉街頭指導を実施しました！

母の会が敬老会にて交通安全を呼びかけました

高齢者の交通事故防止を宣誓！
いきいきクラブ・チャレンジ100出発式

　9 月 14 日（金）に町民会館にて行われた、敬老会にて、
聖籠町交通安全母の会もお祝いのアトラクションを披露さ
せていただきました。
　「大いに笑って、これからも健康で長生きなさってくださ
い。」と髙橋会長があいさつし、来年の敬老会でまたお会い
しましょう！と約束しました。
　母の会では、毎月高齢者の世帯訪問を行い、お一人お一
人のお顔を見て、近況をお聞きしながら、日頃の交通安全
を呼びかけています。

　9 月 23 日（日）から 12 月 31 日（月）までの 100 日間、
65 歳以上の方が５人１組のチームで無事故・無違反にチャ
レンジする「いきいきクラブ・チャレンジ 100」が始まる
にあたり、新発田警察署にて出発式が行われました。
　町からは 16 チームが参加申し込みされ、12 名の代表者
と老人クラブ連合会の高橋会長が出発式に出席されました。
　四ツ屋・道賀新田地区「寿老会」の近藤幸男さんが、参
加者を代表して「高齢者の交通事故防止に努めます」と宣
誓してくださいました。

　9 月 25 日（火）の午前７時から午前８時頃
にかけて、新発田地区交通安全協会聖籠支部、
聖籠町交通安全母の会、聖籠町交通安全指導
員、新発田警察署、町が協力して町内の主要交
差点などに立ち、子ども達の登校を見守りまし
た。
　横断歩道を渡り終えた後、止まってくれた車
へ、きちんとお礼をしてから歩く子ども達の姿
に、心が和ませられました。これからも事故に
遭わず、元気に通学して下さいね。

町の交通事故発生状況
区分

年

9月 1月〜 9月
発生
件数 死者数 傷者 発生

件数 死者数 傷者

平成24年 2 0 3 35 0 48
平成23年 6 0 7 49 1 63
増　減 -4 0 -4 - 14 - 1 - 15

交通安全に関することは
役場　生活環境課

☎ 27ー1962（直通）

交 通
安 全

vol.126

今日も一日交通安全
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　当社は、昭和 41 年 10 月
新潟市東区下木戸にて創業、
平成元年 5 月東港に移転し、
今年で創業 46 年目を迎えま
した。
　創業以来、金属製品製造
業として仕事に誇りを持ち、
創意工夫と技術を高め合う
努力と研究心で、日々前進。

　技術を向上させるだけではなく、社会から必要とされる“魅力ある会
社、魅力ある人間 „ を目指し常に一人一人が自己研磨に励んでおります。
　事業内容としては、ビル・施設等の一般建築物の基礎となる鉄骨を組
立てる金属製品製造業。鉄骨、建築金物、溶接工事等とそれに関わる一
切の建築製作及び図面製作。アフターケア工事も行っています。

企　業
データ

企　業
データ

東港立地企業連絡協議会とは…
　新潟東港工業地域の聖籠地区に立地又は土地を所有する企業により構成されている協議会
で、行政機関と立地企業間の連絡調整や、企業間の情報交換を行うことで技術の研鑚及び親
睦を図り、行政機関・企業の事業展開を支援するとともに、地域の福祉と文化の向上に資す
るため活動しています。

　当店は地域の皆さまのご支援により、本年 12 月で開店 20 周年を
迎えることとなりました。
　これからも第四銀行の企業理念である、
　１．ベストバンクとして地域に貢献し、親しまれ、信頼される銀行
　２．変化に挑戦し、行動する強い銀行
　３．創造性を発揮し、活力あふれる銀行
　を大切にし、地域の皆様のお役に立てるよう東港支店一丸となって取り組んでまいります。今後とも変わらぬ
ご愛顧を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

有限会社 高喜鉄工
所在地：新

957-0101

潟県北蒲原郡聖籠町東港3－872－15
  ☎  ：０２５－２５６－２３６６
FAX：０２５－２５６－２３６７

株式会社 第四銀行東港支店
所在地：聖籠町大字蓮野5956番地4
  ☎  ：０２５－２５６－４１１１
FAX：０２５－２５６－４１５１
ホームページアドレス：http://www.daishi-bank.co.jp/

vol.23
東港立地企業連絡協議会の会員
企業を順次ご紹介します。

お問い合わせ　東港立地企業連絡協議会事務局（役場東港振興室）（内線 242）
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で

担
当
課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

総

務

課

９
月
28
日
（
金
）

■
第
４
回
男
女
共
同
参
画
計
画
策
定

委
員
会
を
開
催

　

第
４
回
委
員
会
で
は
、
無
作
為
に

抽
出
し
た
町
民
３
０
０
人
を
対
象
と

し
て
行
っ
た
「
聖
籠
町
男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
意
識
調
査
」
の
集
計
結

果
を
も
と
に
、
こ
れ
ま
で
の
第
1
次

聖
籠
町
男
女
共
同
参
画
計
画
の
反
省

点
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
、
町
民
の

意
識
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
こ
の
意
識
調
査
を
受
け
、

第
1
次
男
女
共
同
参
画
計
画
体
系
を

見
直
し
、
次
期
計
画
の
基
本
目
標
な

ど
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

本
委
員
会
は
公
開
で
行
っ
て
い
ま

す
。
実
施
日
時
に
つ
い
て
は
、随
時
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
当
日
、

開
始
時
間
ま
で
に
会
場
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会

９
月
25
日
（
月
）

■
聖
籠
町
農
業
委
員
会
第
21
期
第
31

回
総
会
開
催

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
地
法
第
４
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
所
有
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

以
上
の
４
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

学
校
教
育
課

９
月
24
日
（
水
）

■
第
９
回
教
育
委
員
会
定
例
会
開
催

・
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び

執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価

に
つ
い
て

以
上
の
１
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

９
月
４
日
（
火
）

■
施
設
訪
問
お
よ
び
訪
問
会
食

　

蓮
野
こ
ど
も
園

■
施
設
訪
問

　

社
会
教
育
課
・
図
書
館

①
知
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
健
康
食
品

が
代
金
引
換
で
送
ら
れ
て
き
た
。

②
「
健
康
食
品
を
送
る
」
と
言
う
電

話
が
あ
り
断
っ
た
の
に
送
ら
れ

て
き
た
。

③
受
取
拒
否
を
し
た
ら
嫌
が
ら
せ
の

電
話
が
あ
っ
て
怖
い
。

④
「
あ
な
た
の
た
め
に
特
別
に
作
っ

た
も
の
だ
」
と
す
ご
ま
れ
怖
く

な
っ
て
了
承
し
た
。

⑤
一
回
目
は
代
金
を
払
っ
た
が
「
最

低
3
カ
月
以
上
飲
ま
な
い
と
効

果
が
な
い
。
ま
た
送
る
」
と
言
わ

れ
た
。

等
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
一
方
的
に
送
ら
れ
て
き
た
も
の
は

代
金
支
払
い
の
義
務
は
な
く
、
受

け
取
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
困
っ
た
時
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
下
さ
い
。

聖
籠
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
２
７

－

１
９
５
８

聖
籠
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

◎ 

は
じ
め
ま
し
て 

◎

特
定
の
業
者
か
ら
健
康
食
品
を
強
引
に
送
り
つ
け
ら
れ
た

と
い
う
相
談
が
春
か
ら
急
増
し
て
い
ま
す
！

　

こ
の
た
び
、
新
潟
県
国
民
健
康
保

険
団
体
連
合
会
か
ら
聖
籠
町
に
や
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
、

保
健
師
の
本
間　

裕
子
で
す
。

　

地
域
の
保
健
活
動
を
学
ぶ
た
め
、

聖
籠
町
で
半
年
間
研
修
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
研
修

期
間
中
は
、蓮
野
行
政
区
を
担
当
し
、

家
庭
訪
問
や
各
健
診
、
教
室
な
ど
を

通
じ
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
状

況
や
暮
ら
し
を
学
び
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

新
潟
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合

会
で
は
、
住
民
の
方
と
接
す
る
機
会

が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
地

域
の
保
健
活
動
に
つ
い
て
た
く
さ
ん

吸
収
で
き
る
よ
う
に
精
一
杯
が
ん
ば

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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《相談事業》
ところ　役場１階会議室
◆行政相談
　１３日（火）
　午前９時３０分～１１時
　 役場総務課（内線２２６）

ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　７日（水）、２１日（水）
　午後１時～４時
◆無料弁護士相談（要事前予約）
　２２日（木）
　午後１時～４時
　 町社会福祉協議会
　☎２７－６７６７

《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○２歳児親子歯科健診
　１２日（月）午後１時１５分～
○２歳６ヶ月児歯科健診
　２６日（月）午後１時１５分～
○３歳児健診
　２９日（木）午後１時１５分～
○乳児健診
　３０日（金）午後１時１５分～
◆学級
○育児学級
　６日（火）午後１時３０分～
　 役場保健福祉課
　　（保健福祉センター）
　☎２７－６５１１

11 月 の 行 事

INFORMATION

聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O R M A T I O N

町
長
の
動
向（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

11
月

3
日	

文
化
祭
開
祭
式

	

文
化
の
日
記
念
式
典

	

杉
の
子
の
家
パ
ン
販
売
所
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

6
日	

こ
れ
か
ら
の
道
づ
く
り
を
考
え

る
意
見
交
換
会

7
日	

第
6
回
市
町
村
の
下
水
道
事
業

を
考
え
る
首
長
懇
談
会

8
日	

聖
籠
町
長
寿
文
化
研
修
会

	

豊
栄
郷
清
掃
施
設
処
理
組
合
議

会
定
例
会

9
日	

下
越
土
地
開
発
公
社
理
事
会

	

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合
議

会

	

新
発
田
地
域
老
人
福
祉
保
健
事

務
組
合
議
会

	

下
越
障
害
福
祉
事
務
組
合
議
会

13
日	

町
村
会
正
副
会
長
会
議
・
役
員
会

	

新
潟
県
町
村
自
治
に
関
す
る
研

修
会

15
日	

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
沿

線
市
町
村
建
設
促
進
大
会

16
～
18
日  

囲
碁
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
２

19
日	

除
雪
対
策
協
議
会

20
日	

全
国
町
村
会
理
事
会

21
日	

全
国
町
村
長
大
会

22
日	

全
国
石
油
備
蓄
基
地
市
町
村
連

絡
協
議
会
陳
情

29
日	

安
全
・
安
心
の
道
づ
く
り
を
求

め
る
全
国
大
会

30
日	

治
水
事
業
促
進
全
国
大
会

　町内でとれた新鮮な野菜を使い、キムチづくり体験事業を開催します。
　美味しいキムチを作ってみませんか？
　ご参加お待ちしています。

12 月 11 日（火）　午後 1 時〜 4 時頃
聖籠町給食センター 2F 調理実習室（町民会館 となり）

「キムチの素」づくり（キムチ・チゲなどに使えます。）
■講　　師	 聖籠町女性いきいき交流会の皆さん
■参 加 費	 800 円
■定　　員	 先着 25 名（聖籠町在住もしくは在勤の方）
■申込方法	 11 月 12 日（月）から受付を開始いたします。
	 電話又は FAX で、住所、氏名、電話番号をお知らせください。

役場産業観光課　地域振興係（内線 126）
　F A X　27 － 2119

　新発田税務署では、給与を支払っている事業者等（源泉徴収義務者）を
対象に、年末調整の基本的な仕組みや手続き、改正事項について、説明会
を行います。
　なお、詳しくは新発田税務署　法人課税部門（0254 － 22 － 3161（代表））
へ、お問い合わせください。

開催日 開催時間 開催場所 対象地区

11月  7日（水） 午後2時～4時 聖籠町文化会館
（聖籠町大字諏訪山 1280）

新発田市
聖 籠 町

11月  8日（木） 午後2時～4時 阿賀野市水原保健センター
（阿賀野市岡山町 10 － 15） 阿賀野市

11月 13日（火） 午後2時～4時 胎内市産業文化会館
（胎内市新和町 2 － 5） 胎 内 市

新発田税務署　法人課税部門
☎ 0254−22−3161（代表）

聖籠町地産地消推進協議会からのお知らせ

キムチをキムチを作作ってみようってみよう

平成24年分
年末調整説明会が行われます
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9 月の届出

（注１）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承
　　　  諾の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注２）略した文字で掲載してあります。
　　　  戸籍の氏名と異なることがあります。
　　　  ご了承ください。

げんきなよい子
出 生

幸せ多い人生を
婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　   行政区

山大夫
　　　我　清

きよ

　人
と

 さん

（佐　藤）麻
ま ゆ み

友美 さん ｝

	 氏　名	 年齢	 行政区

髙　松　春
はる

　雄
お

 さん	（69 歳）	 亀　塚

宮　野　一
かず

　喜
よし

 さん	（43 歳）	 山三賀

相　馬　孝
たか

　行
ゆき

 さん	（84 歳）	 本大夫

𠮷　田　ウメノ さん	（99 歳）	 二本松

鈴　木　和
かず

　夫
お

 さん	（79 歳）	 真　野

磯　部　ミ　サ さん	（95 歳）	 桃　山

飯　田　宏
こう

　衛
えい

 さん	（91 歳）	 別　條

渡　邊　弘
ひろ

　幸
ゆき

 さん	（58 歳）	 網代浜

須　貝　德
とく

　司
し

 さん	（77 歳）	 次第浜

ごめいふくをお祈りします

死 亡

	 赤ちゃん	 保護者	 行政区

煌
きら

 	ちゃん	（高地　　潤）	 汐美台

葉
は

月
づき

 	ちゃん	（堀　　憲介）	 ひばりが丘

萌
もえ

 	ちゃん	（横山　　正）	 藤　寄

入　札　結　果� 入札日　9月3日〜9月18日

件　　名 場　所
契約額
（円）

業者名
納入完了日又は工事

（委託）期間最終日
入札方法

1
弁天潟風致公園植栽
工事１工区

聖籠町大字
蓮野地内

24,465,000
北越緑化㈱
聖籠営業所

平成25年
3月25日

一般競争入札
（総合評価方式）

2
弁天潟風致公園植栽
工事２工区

聖籠町大字
蓮野地内

31,500,000 曽根建㈱
平成25年
3月25日

一般競争
入札

3
次第浜山辺川線護岸
工事（その１）

聖籠町大字
次第浜地内

15,435,000 ㈲樋口建設
平成25年
3月25日

指名競争
入札

4
次第浜山辺川線護岸
工事（その２）

聖籠町大字
次第浜地内

14,700,000 ㈲樋口建設
平成25年
3月25日

指名競争
入札

5
山王森史跡公園樹木
枝打ち業務委託

聖籠町大字
次第浜地内

1,543,500 曽根建㈱
平成24年
10月31日

指名競争
入札

6
消第 4 号 大夫蓮潟新田
線消雪パイプ設置工事

聖籠町大字
諏訪山地内

4,515,000 ㈱カトウ工業
平成24年
11月30日

指名競争
入札

7
道賀新田地区農道舗
装工事

聖籠町大字道
賀新田地内

6,909,000 フジマ舗道㈱
平成24年
12月3日

指名競争
入札

中国留学生との
「水ぎょうざづくり」

・・・ 参 加 し て み ま せ ん か ・・・

11月17日（土）　午前 10 時 30 分～午後 2 時 30 分頃

保健福祉センター

■参加費　大人 500 円

■定　員　20 名（先着順。定員に達し次第締め切り）

　町では中国黒龍江省から新潟大学などへ留学している皆さんを招

いて交流事業を行っています。今回も毎年大好評の「水ぎょうざづ

くり」を計画しました。中国風手づくりぎょうざをあなたも一緒に

つくってみませんか！

　家族ぐるみの参加も大歓迎！参加希望の方は役場総務課までお申

し込みください。

中国風ぎょうざ　おいしいですよ！

役場総務課　広報広聴係　国際交流担当（内線 228）

昨年の様子
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聖籠町地域活性化対策券聖籠町地域活性化対策券
（15％の割引商品券）（15％の割引商品券）
についてについて

町商工会からのお知らせ

聖籠町地域活性化対策券については、次のとおりとなりますのでお知らせいたします。

販 売 場 所 町商工会館２階会議室（役場庁舎隣）

販売期間等 ■１次販売・・平成２４年１１月１８日（日）～ 平成２４年１２月１８日（火）
　（予約申込分のみ有効。販売期間経過後、予約分は無効）。
■２次販売・・平成２５年１月２０日（日）～ 平成２５年１月３１日（木）
1）１次販売の予約分が２億円に達しない場合等に実施。
2）販売対象者の居る『世帯を対象』に販売。
3）１世帯の購入限度は１冊から１０冊まで。
4）２次販売は、事前申込による抽選方式により当選世帯に販売。このため、

当選通知が届かない世帯は購入できません（販売期間経過後、当選は無効。）。
※１次販売の予約状況等により、２次販売の方法を変更する場合があります。

販 売 時 間 午前９時から午後４時まで（ただし、１次販売は１１月１８日を除く土・日・
祝日は休業）。

使 用 期 間 平成２４年１１月１８日（日）から平成２５年４月３０日（火）まで
（５月１日からは、券は無効となり一切使用できません。また、未使用分の
券の返品・換金には、一切応じることができませんのでご留意願います。）

使 用 場 所 町内の券取扱登録加盟店で使用可能（登録加盟店にはポスターを掲示。また、
登録加盟店一覧表は別途各世帯に配布します）。

そ の 他 ■券の購入に際しては、１次・２次販売共に同一世帯の高校生以上の方が世
帯を代表して購入できます。（中学生が購入する場合は、保護者同伴の場
合に限ります。）

■額面に満たない買物をしても、釣銭は出ませんのでご注意ください。
　（たとえば、４５０円の品物を購入して５００円券を出しても釣銭は出ませ

ん）。

※デザインは変わる場合があります。

問い合わせ　　聖籠町商工会　☎ 27 − 2078
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聖籠町中小企業人材育成事業補助金のご案内
　町では、町内の中小企業者に対し、その従業員等の人材育成を図ることを目的として受講する研修会等の経費
に対して、補助金を交付しています。
　該当する多くの中小企業者にご利用いただき、町の商工業者の発展と振興のため次によりご案内します。
　補助金の交付は、聖籠町補助金等交付規則に定めるもののほか、聖籠町中小企業人材育成事業補助金交付要綱
によります。
●補助対象者　　　町内に事業所を有する中小企業基本法第２条に規定する中小企業者（※ 注）で、農業・林業・

漁業を除く業種。
●対象となる研修　・国又は地方公共団体が中小企業者を対象に実施する研修。
　　　　　　　　　・中小企業大学校が実施する研修
　　　　　　　　　・新潟職業能力開発短期大学が実施する研修。
　　　　　　　　　・（財）にいがた産業創造機構が実施する研修。
　　　　　　　　　・その他町長が必要と認める研修。
●補助金の額　　　・受講者１人につき研修受講料の 1/2 の額（千円未満の端数は切捨て）。
　　　　　　　　　　ただし、１人に対する補助額は３万円が限度。
　　　　　　　　　・１企業に対する補助は毎年度５人まで。
●補 助 申 請　　　聖籠町補助金等交付規則第３条の規定による申請書を、産業観光課地域振興係へ提出。ただ

し、申請書は受講決定の日から受講の７日前までに必ず提出してください。
※中小企業基本法第２条に規定する中小企業者とは…

業　　　種 資本金の額または出資の総額 常時使用する従業員の数
1 製造業、建設業、運輸業、その他（2～4以外の業種）３億円以下の会社 300人以下の会社・個人
2 卸売業 １億円以下の会社 100人以下の会社・個人
3 サービス業 ５千万円以下の会社 100人以下の会社・個人
4 小売業 ５千万円以下の会社 50人以下の会社・個人

制度融資のご案内制度融資のご案内
町では、中小企業者の経営安定化を図るため、町独自で次の融資を行っています。

制度名 融　　　資　　　対　　　象
融　　　資　　　条　　　件

資金使途 限　度　額 利　率 償　還　期　間

中
小
企
業
振
興
資
金

一
般
貸
付

融資対象者
①　個人の場合は町内に住所及び事業所を有し、法人の場合は主たる営業基盤をお

く事業所とする。
②　同一事業を６ケ月以上営み、常時使用する従業員が常時20名以内であること。
③　個人にあっては町税を申込者及び同一世帯の者が、法人にあっては市町村税を

代表者及び同一世帯の者が完納されているもの。

運転資金
設備資金 400万円以内

年 2.9％
（うち1.9％　
　利子補給）

運転５年以内
（うち据え置き６ケ月以内）
設備７年以内

（うち据え置き６ケ月以内）

開
業
貸
付

融資対象者
適切な事業計画のもとに独立して開業しようとするもので融資金の返済能力を有す
るもの。

運転資金
設備資金 200万円以内

年 2.9％
（うち1.9％　
　利子補給）

運転５年以内
（うち据え置き６ケ月以内）
設備７年以内

（うち据え置き６ケ月以内）
中
小
企
業
不
況

対
策
特
別
資
金

融資対象者
①　町内に在住し、町内に１年以上事業所又は店舗を有する中小企業者とする。
②　申込み時点における最近３ケ月間の月平均売上高（建設業にあっては完成工事

高）が前年又は２年前の同期の月平均売上高（建設業にあっては完成工事高）に
比して減少し、経営に支障を来しているもの。

③　町税を完納しているもの。

運転資金 1,000万円以内
年 2.8％

（うち1.8％　
　利子補給）

運転６年以内
（うち据え置き１年以内）

聖
籠
町
無
担
保
無
保

証
人
融
資
貸
付

融資対象者
①　１年以上継続して同一事業を営んでいるもので、常時使用する従業員が20名

（商業又はサービス業は５名）以下の法人及び個人
②　町民税の所得割（法人である場合は法人税割）を過去１年間において完納して

いるもの。
③　中小企業信用保険法施行令で定める保険対象業務を営む者。なお、許認可を要

する業種は、その許認可のあるもの。

運転資金
設備資金 200万円以内

年 2.8％
（うち1.8％　
　利子補給）

運転５年以内
（うち据え置き６ケ月以内）
設備７年以内

（うち据え置き６ケ月以内）

　　　　中小企業人材育成事業補助金
　　　　・制度融資　の問い合わせ　　役場産業観光課　地域振興係（内線 126）
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東港の工場を見学してみませんか？東港の工場を見学してみませんか？
　東港に立地する企業の工場見学会を開催します！

　普段は見ることのできない工場や港の中を見学することで、東港や工場が私たちの生活と深くつな

がっていることを感じることができます！この機会にぜひ参加してみませんか？

開催日時：平成 24 年 11 月 17 日（土）9：00 ～ 12：00
募集人数：40 名
対 象 者：聖籠町内の小学生並びに保護者
　　　　　※原則、保護者の同伴を必要としますが、保護者の同伴が困難な場合は代理の方（祖父
　　　　　　母、友人の保護者）も可とします。
参 加 費：無　料
集合場所：聖籠町 海のにぎわい館
見 学 先：東北電力（株）東新潟火力発電所　（株）新潟国際貿易ターミナル　

■留意事項
　※定員になり次第締め切らせていただきます。
　※参加者には受付票を送付しますので、当日は必ずご持参ください。
　※服装は動きやすい服、履物はスニーカー（サンダル・ハイヒールは禁止）の着用をお願いします。

■申込方法
　電話により下記の期日で申し込み受付を行います。
　申込期間：平成 24 年 11 月 1 日（木）～ 11 月 9 日（金）※平日のみ
　申込時間：午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

港に見える赤いキリン

みたいなのは何に使わ

れているの？

僕たちが毎日使う電気

はどうやって作られて

いるのかな？

申し込み・お問い合わせ　役場東港振興室（内線 242）
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あっ地震！

だいじょうぶですか？
あなたのお家

申し込み・問い合せ先　　役場ふるさと整備課（内線 234）

　町では、木造住宅の耐震診断（地震に耐えられるか診断する）や耐震改
修に要する費用の一部を補助しています。
　診断は、町が委託した（社）新潟県建築士会北蒲原支部に登録された診断士が行います。耐震診断
は人間にたとえると健康診断に当たるものです。安全・安心な生活を築くため、ぜひこの機会に補助
制度を利用して耐震診断を受けてみませんか。
　また、聖籠町木造住宅耐震診断支援事業を受けた木造住宅で、耐震診断の結果、耐震性が低いと判
断された住宅に対し、耐震設計費・耐震改修工事費への一部補助も行っています。

　　　耐震診断 　　　　耐震設計 　　　　耐震改修
対象となる
もの

■建築物（次のすべてに該当）
①昭和 56 年 5 月 31 日以前に、町

内で建築、または工事に着手し
た木造住宅

②一戸建ての住宅であること（店
舗や事務所などを兼ねた住宅の
場合は、延べ床面積の半分以上
が住宅部分のものに限る）

③地階を有しない地上２階建て以
下の住宅であること

④国土交通大臣などから特別な認
定を受けた工法によって建築さ
れた住宅でないこと

■対象者
　町内に住所を有し、かつ、補
助の対象となる建築物を所有す
る方で町税等を完納している方

左の聖籠町木造住宅耐震診
断支援事業を受け、かつ、
診断評点が 1.0 未満の建築
物

左の聖籠町耐震設計事業を
受けた建築物

募集戸数 ９戸程度 ４戸程度 今年度の受付は終了しました。

受付期間
予算額に達
した時点で
受付終了と
します

第３回：11 月 15 日（木）～ 30 日（金）

毎年 4月から10月末日まで
（年度内に耐震改修事業が
完了し、かつ、関係書類の
提出が可能な場合は、この
限りではありません。）

申請者負担
額または
町補助額

■申請者負担額
　　10,000 円

■町補助額
耐震設計に係る費用の1/2
以内（上限 100,000 円）

■町補助額
耐震改修に係る経費のう
ち上限 650,000 円

必要な書類 ①申込書兼補助金交付申請書（※）
②建築年次及び建物の延べ床面積

が判断できる書類の写し
（登記簿謄本、建築確認済証・検

査済証、課税証明書等）
③申請者の町税の納税証明書（平

成 23 年度分）

①補助金交付申請書（※）
②耐震診断報告書の写し
（ 耐 震 診 断 の 成 果 品 で
す。）

③耐震設計に要する費用の
見積書（耐震診断士より
発行されます。）

①補助金交付申請書（※）
②耐震改修計画書の写（耐

震設計で作成されます。）
③耐震改修に要する費用の

見積書（耐震設計で作成
されます。）

※ 補助金交付申請書は、ふるさと整備課にあるほか、町ホームページからダウンロードできます。

ステッ
プ1

ステッ
プ2

ステッ
プ3
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上手なお医者さんのかかり方（その２）

同じ病気で重複して受診するのは控えましょう
　同じ病気で、かかりつけのお医者さんからの紹介もなく、医療機関をつぎつぎと変更して受
診すると、その都度、初診料がかかり無駄な医療費が発生します。
　また、何度も同じ検査や処置、投薬などを行うことになりますので、ご自身の体にも負担が
かかります。
　日ごろから、ご自分やご家族の健康管理につとめ、何かしらの異変を感じたら、早期にかか
りつけのお医者さんへ相談・受診することを心がけましょう。

ひんぱんに受診するのは控えましょう
　すでにお医者さんの診断を受けて、薬も処方されているのに、その薬を飲み終わる前に心配
でまた受診するのは控えましょう。
　特に体調が悪化したわけでなければ、お医者さんから指定された日に受診しましょう。
　ただし、体調が急変したときはすぐに受診しましょう。

夜間や休日の受診は急病や体調が悪化した
場合のみにしましょう
　「普段の病院は混雑しているから」という理由で夜間や
休日に受診するのはやめましょう。
　本来の診療費のほかに別料金も追加されますし、急病の
方の治療に支障をきたす恐れがあります。
　体調が急変したなどのやむを得ない場合を除いては、診
療時間内に受診しましょう。

後期高齢者医療制度のお知らせ

　お医者さんにかかるとき、ちょっとした誤解や思い込みで治療が長引くことがありま
す。上手にお医者さんにかかれば、体調はきちんと回復し、必要以上の医療費がかかる
こともありません。
　医療機関の受診や、薬局での薬の調剤の際には、以下のことに気を付けましょう。
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柔道整復師（整骨院・接骨院）の診療には、保険証が使えないことが
あります
　最近、柔道整復師（整骨院・接骨院）をご利用になる方に、後期高齢者医療制度の範囲の誤
解があることから、誤った受診が生じています。
　柔道整復師は“医師”ではないため、施術の行為が限定されています。
　保険証が使える場合と、使えない場合がありますので、受診の際には気をつけましょう。
　　●保険証が使える場合
　　　　・外傷性のねんざ・打撲（スポーツでのねんざなど）
　　　　・医師の同意がある場合の骨折・脱臼の施術
　　　　・応急処置で行う骨折、脱臼の施術（応急手当後の施術には医師の
　　　　　同意が必要です）
　　●保険証が使えない場合【全額自己負担となります】
　　　　・日常生活における単純な疲労や肩こり・腰痛・体調不良など
　　　　・病気（神経痛・リウマチ・五十肩・関節炎・ヘルニアなど）による、こりや痛み
　　　　・脳疾患後遺症などの慢性病
　　　　・症状の改善がみられない長期の施術（応急処置を除く）
　　　　・スポーツなどによる肉体疲労改善のための施術
　　　　・仕事中や通勤途上に起きた負傷（労災保険からの給付になります）

【 施術を受けるときは、次のことに注意しましょう 】�
①負傷原因を正確に伝えましょう。

　外傷性の負傷でない場合は、後期高齢者医療制度が使えません。また、負傷原因が労働災
害に該当する場合は、労災保険からの給付になります。
　交通事故の場合は、必ず警察と○○課の窓口へ連絡してください。

②病院での治療と重複はできません。
　同一の負傷について同時期に整形外科の治療と柔道整復師の施術を重複して受けた場合
は、原則として柔道整復師の施術料は全額自己負担となります。

③施術が長期にわたる場合は、医師の診断を受けてください。
　施術が長期にわたる場合は、内科的要因も考えられますので、医師の診断を受けてくださ
い。

④療養費支給申請書は必ず自分で自署（サイン）をしてください。
　療養費支給申請書は、受領者が柔道整復師に後期高齢者医療広域連合への請求を委任する
ものです。負傷原因、負傷名、日数、金額をよく確認し、必ず自分で自署（サイン）をして
ください。
　白紙の用紙にサインをするのは間違った請求につながりますのでご注意ください。

⑤領収書は必ずもらいましょう。
　領収書を必ずもらい、金額が問題ないか確認しましょう。
　領収書は医療費控除を受ける際に必要です。大切に保管してください。

お問い合わせ　役場町民課 保険係（内線 117）
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環境に
関することは
生活環境課

☎ 27ー 2111
（内線283）

　10 月 2 日（火）に新潟ユニゾンプラザで開催された「新潟県犯罪のない安
全で安心なまちづくり県民大会 2012」において、宮尾良信氏が代表を務める

「あい＆ゆうＩＮ聖籠」が県特別功労団体表彰を受賞しました。
　「あい＆ゆうＩＮ聖籠」は、8 名で山倉小学校区の登下校時の見守り活動や、
こども園及び小中学校のイベント等のサポートのほか、交通安全パトロール
や犯罪防止につながる活動等を積極的に行っています。
　これからもご活躍を祈念いたします。よろしくお願いします。

代表し受賞された 5 名（敬称略）
左から五十嵐久子、赤木厚子、宮尾良信（代表）、神田正子、伊藤久雄

　県内における犯罪発生の状況は、平成 15 年から昨年ま
で 9 年連続で減少し、本年に入ってからも引き続き減少の
傾向で推移していますが、依然として子どもや女性を対象
とした犯罪は後をたちません。
　防犯ボランティアは“犯罪を防ぐ”といったイメージが
先行し怖いと感じる方も多いと思いますが、防犯のジャケ
ットや帽子を身に着け、集落内を歩くことで、住民の皆さ
んに“安心”を与える安心ボランティアととらえることも
できます。
　町ではこれからも、防犯ボランティア団体や各集落の自
治防犯委員と連携し、町民の皆さんへ安心を届け、さらな
る安全で安心な町となるよう活動していきます。

役場生活環境課　地域安全係（内線 282）

「あい＆ゆうIN聖籠」
防犯団体として特別功労団体表彰を受賞！

　廃棄物の野焼き（廃棄物の処理基準に従わない野外での焼却）は、ダイオキ

シン類の排出など環境汚染をもたらすばかりか、煙による健康被害も心配され

ます。

　廃棄物処理法では、どんと焼き等の風俗習慣上又は宗教上行われるものや、

たき火等の日常生活を営む上で通常行われる軽微な焼却行為などを除き、野焼

きを原則禁止しています。違反すると直ちに罰則の対象となります。

　廃棄物を処理する場合は、廃棄物処理業者に委託するなど、廃棄物処理法で

定める方法で適正に処理してください。

（注意点）
　・ドラム缶、煙突付きの簡易な焼却炉での焼却も野焼きに当ります。
　・廃棄物の投入口が外気と直接つながるもの、煙突から火炎、黒煙、焼却灰
　　等の出る焼却炉での焼却は全て野焼きに当ります。
（罰　則）
　・5年以下の懲役若しくは 1,000 万円以下の罰金又はこの併科

役場生活環境課　環境推進係（内線 283）

廃棄物の野焼きは原則禁止です!!
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9
月
22
日
（
土
）
に
新
発
田

市
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で

「‘
12
下
越
地
区
動
物
愛
護
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
動
物

愛
護
功
労
者
や
長
寿
動
物
飼
育

功
労
者
の
表
彰
を
始
め
、
盲
導

犬
の
お
仕
事
紹
介
、
警
察
犬
模

範
演
技
、
ど
う
ぶ
つ
ウ
ル
ト
ラ

ク
イ
ズ
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
常

設
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
も
ポ
ニ
ー

ふ
れ
あ
い
乗
馬
体
験
や
盲
導
犬

体
験
歩
行
な
ど
で
大
い
に
賑
わ

い
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
来
場

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
来
場
者
の
方
が

連
れ
て
き
た
ペ
ッ
ト
同
士
で
お

互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
合
っ
た
り
、
記
念
撮
影

を
行
っ
た
り
な
ど
笑
顔
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ど
う

ぶ
つ
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
で
の
正

解
者
へ
の
豪
華
景
品
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
、
会
場
内
で
の
牛
乳
の
無

料
配
布
な
ど
に
よ
り
、
終
始
来

場
者
の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
な
り
ま

し
た
。

役
場
生
活
環
境
課　

環
境
推

進
係
（
内
線
２
８
１
）

　聖籠町では、学校等の給食の安全性を確認し、給食に対する保護者等の不安を軽減することを目的に、給食用食材の放射性
物質検査を実施しています。検査は毎週木曜日、翌日（金曜日）に使用する食材の中から１品目を選定して行います。再検査
となった食材は、給食に使用せず、再検査を実施し公表します。
　なお、町のホームページで最新の検査結果を掲載しています。

検 査 日 検査品目 生 産 地
測 定 結 果

放射性ヨウ素 放射性セシウム
１３１ １３４ １３７

９月   6 日 セロリ 長野県 不検出 不検出 不検出
９月 13日 ほうれん草 群馬県 不検出 不検出 不検出
９月 20日 キャベツ 群馬県 不検出 不検出 不検出
９月 27日 にんじん 北海道 不検出 不検出 不検出
測定場所 新潟県新発田地域振興局（新発田市豊町３丁目３番２号）

※ 単位：Bq（ベクレル／㎏）
※ この検査の検出限界値は、20Bq ／㎏です。検出限界値は、測定する条件や食材により異なります。
※「検出限界値」とは、その分析法や計測機器で検出できる最小値（最小限度）のことをいい、この値は測定環境（自然界に存在する大気中
　 の放射線量）、測定条件（時間重量等）、検査対象品目によって異なります。

役場学校教育課（内線 305）

学校給食食材の放射性物質測定結果

’12 下越地区
動物愛護フェスティバル開催！

どうぶつウルトラクイズの様子

犬と触れ合う子どもたち
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裁
判
員
制
度
～
ま
も
な

く
名
簿
記
載
通
知
を
発

送
し
ま
す
！

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
区

町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙

人
名
簿
か
ら
く
じ
で
無
作
為
抽
出

し
た
名
簿
を
基
に
、
全
国
の
地
方

裁
判
所
で
作
成
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
25
年
の
裁
判
員
候
補
者
名

簿
に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
今
月

中
旬
に
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

の
通
知
（
名
簿
記
載
通
知
）
を
お

送
り
し
ま
す
。
こ
の
段
階
で
は
、

ま
だ
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
名
簿
記
載
通
知
と
合

わ
せ
て
調
査
票
を
お
送
り
し
ま

す
。
こ
の
調
査
票
は
、
裁
判
員
候

補
者
の
方
の
事
情
を
早
期
に
把
握

し
、
調
査
票
の
ご
回
答
の
内
容
に

よ
り
、
1
年
を
通
じ
て
明
ら
か
に

辞
退
が
認
め
ら
れ
る
場
合
等
に
は

裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と

の
な
い
よ
う
に
し
て
、
裁
判
員
候

補
者
の
方
々
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
に
お
送
り
す
る
も
の
で
す
の

で
、
お
尋
ね
す
る
項
目
に
当
て
は

ま
ら
な
い
方
は
返
送
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
調
査
票
で
辞
退
を
申
し
出

な
か
っ
た
場
合
で
も
、
実
際
の
事

件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た

際
に
お
送
り
す
る
質
問
票
で
辞
退

を
申
し
出
て
い
た
だ
く
こ
と
も
、

ま
た
は
裁
判
の
当
日(

選
任
手
続

時)

に
辞
退
を
申
し
出
て
い
た
だ

く
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
潟
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務

課
広
報
係

☎
０
２
５

−

２
２
２

−

４
１
７
５

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
に

つ
い
て

　

11
月
12
日
（
月
）
か
ら
11
月
18

日
（
日
）
ま
で
を
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と
し

て
、
法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁

護
委
員
が
女
性
の
人
権
に
関
す
る

電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
土

日
も
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
相
談
時
間

11
／
12
（
月
）
～
11
／
16
（
金
）

8
：
30
～
19
：
00

11
／
17
（
土
）・
11
／
18
（
日
）

10
：
00
～
17
：
00

■
電
話
番
号

０
５
７
０

−

０
７
０

−

８
１
０

（
全
国
共
通
）

■
相
談
内
容

差
別
・
Ｄ
Ｖ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
夫

婦
間
の
問
題
な
ど
広
く
女
性
の

人
権
に
関
す
る
こ
と

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接

続
で
き
ま
せ
ん
。

新
潟
地
方
法
務
局
新
発
田
支
局

☎
２
４

−

７
１
０
２

聖
籠
町
役
場　

町
民
課　

町
民

サ
ー
ビ
ス
係　
（
内
線
１
１
１
）

若
者
自
立
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
推
進
セ
ミ
ナ
ー

「
自
身
の
声
を
聴
く
」

開
催
の
お
知
ら
せ

　

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

う
ま
く
と
れ
な
い
、
人
と
の
関
わ

り
が
苦
手
、
現
在
ニ
ー
ト
や
引
き

こ
も
り
の
状
態
に
あ
り
働
け
ず
、

あ
る
い
は
進
路
に
つ
い
て
悩
ん
で

い
る
。

　

そ
ん
な
若
者
や
そ
の
ご
家
族
み

な
さ
ん
の
た
め
の
講
演
会
で
す
。

　

大
勢
の
皆
様
方
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

11
月
10
日
（
土
）

14
：
00
～
16
：
00
（
受
付
13
：

30
～
）

聖
籠
町
町
民
会
館
小
ホ
ー
ル

（
大
字
諏
訪
山
１
２
８
０
番
地
）

■
講
師　
岸
本
達
也　

氏

（
新
潟
市
で
子
供
た
ち
の
た
め

の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
「
寺
子
屋

あ
り
が
と
う
」
を
主
宰
。

■
定
員

60
名
（
先
着
順
、
入
場
無
料
）

■
主
催　
新
潟
県
新
潟
地
域
振
興

局
企
画
振
興
部

新
潟
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン

協
力　

聖
籠
町

・

新
潟
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
５

−

２
５
５

−

０
０
９
９

Fax
０
２
５

−

２
５
５

−

０
１
０
２

高
次
脳
機
能
障
害
者

「
家
族
の
つ
ど
い
」
の

ご
案
内

　

病
気
や
事
故
に
よ
り
脳
に
障
害

を
受
け
、
記
憶
力
、
注
意
力
、
計

画
的
に
物
事
に
取
り
組
む
能
力
、

感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
意
欲
が

低
下
す
る
等
の
状
態
を
「
高
次
脳

機
能
障
害
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

ご
本
人
や
ご
家
族
は
障
害
に
戸

惑
い
、
様
々
な
生
活
へ
の
不
安
を

持
つ
な
ど
共
通
の
悩
み
を
抱
え
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
脳
外
傷
友
の
会
「
ス

ワ
ン
」
と
の
共
催
で
、
高
次
脳
機

能
障
害
者
の
ご
両
親
を
対
象
に
し

た
「
親
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま

す
。11

月
21
日
（
水
）
14
：
00
～

15
：
30

（
い
つ
で
も
参
加
可
能
）

新
潟
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
新
潟
市
中
央
区
上
所
2

−

2

−

3　

ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ　

ハ
ー
ト
館
）

日
ご
ろ
の
悩
み
や
苦
労
を
語
り

合
い
ま
す
。

高
次
脳
機
能
障
害
者
の
家
族

開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、

下
記
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

※
今
年
度
の
つ
ど
い
か
ら
初
め
て

参
加
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
担
当
者
と
面
接
を
行
い
ま

す
の
で
、
開
催
日
の
２
週
間
前

ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

新
潟
県
高
次
脳
機
能
障
害
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

（
新
潟
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）

☎
０
２
５

−

３
６
５

−

０
１
７
７
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精
神
科
医
に
よ
る

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

会
」
の
ご
案
内

　

精
神
的
な
病
気
や
こ
こ
ろ
の
健

康
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
及
び

そ
の
家
族
等
を
対
象
に
、
精
神
科

の
医
師
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
11
月
の
日
程
は
次
の
と
お
り

で
す
。

11
月
27
日
（
火
）

13
：
30
～
15
：
30
（
相
談
時
間

は
１
組
あ
た
り
約
１
時
間
程

度
）
※
予
約
制

新
発
田
地
域
振
興
局
健
康
福
祉

環
境
部 

２
階 

予
診
室
（
受
付
）

（
新
発
田
市
豊
町
3

−

3

−

2
）

【
お
願
い
】

●
相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

予
約
・

新
発
田
地
域
振
興
局
健

康
福
祉
環
境
部
（
新
発
田
保
健

所
）
地
域
保
健
課

☎
２
６

−

９
１
３
３

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

意
見
募
集

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
第
２
次
広
域
計

画
（
案
）
に
ご
意
見
を

　

第
２
次
広
域
計
画
（
案
）
に
つ

い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

広
域
計
画
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
運
営
を
適
切
か
つ
円
滑

に
行
う
た
め
、
広
域
連
合
及
び
市

町
村
が
行
う
事
務
に
関
し
て
作
成

す
る
も
の
で
、
現
在
の
広
域
計
画

の
期
間
が
今
年
度
で
終
了
と
な
る

た
め
、
引
き
続
き
第
２
次
広
域
計

画
を
作
成
す
る
も
の
で
す
。

■
意
見
の
募
集
期
間　
　

11
月
5
日
（
月
）
～
11
月
30
日

（
金
）（
必
着
）

■
資
料
の
入
手
方
法　
　

①
11
月
5
日
（
月
）
か
ら
聖
籠
町

役
場
町
民
課
で
閲
覧
・
配
布
し

ま
す
。

②
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.niigata-

kouiki.jp

）

■
意
見
の
提
出
方
法　
　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
新

潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

①
郵
便
（
〒
９
５
０

−

０
９
６
５ 

新
潟
市
中
央
区
新
光
町
4

−

1 

新
潟
県
自
治
会
館
本
館
内
）

②
フ
ァ
ク
ス
（
０
２
５

−

２
８
５

−

３
３
１
５
）

③
電
子
メ
ー
ル
（jim

02@
niigata

-kouiki.jp

）

■
そ
の
他

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果

の
公
表
は
、
12
月
下
旬
に
聖
籠

町
役
場
町
民
課
で
の
閲
覧
・
配

布
及
び
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
行
い
ま
す
。

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合 

総
務
課
総
務
係 

☎
０
２
５

−

２
８
５

−
３
２
２
１

『
下
越
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

～
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
～

開
催
の
お
知
ら
せ

　

来
年
4
月
の
障
害
者
総
合
支
援

法
施
行
に
向
け
、『
共
に
生
き
る

地
域
づ
く
り
』
に
つ
い
て
皆
さ
ん

で
考
え
る
た
め
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

12
月
8
日
（
土
）

13
：
00
～
16
：
00

新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講
演
：
滋
賀
県
障
害
者
自
立
支

援
協
議
会　

中
島
秀
夫
氏

そ
の
他
実
践
報
告
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

■
参
加
費　
無
料

■
そ
の
他　
障
が
い
者
施
設
に
よ

る
物
品
販
売
あ
り

・

下
越
圏
域
障
が
い
者
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
は
ま
な
す

須
田

☎
０
２
５
４

−

５
０

−

７
１
０
４

「
い
の
ち
・
愛
・
人
権
」

柏
崎
展
開
催
の
お
知
ら

せパネ
ル
展

12
月
5
日
（
水
）
～
12
月
10
日

（
月
）
9
：
00
～
17
：
00

（
初
日
は
13
：
00
か
ら
、
最
終

日
は
13
：
00
ま
で
）

柏
崎
市
文
化
会
館
ア
ル
フ
ォ
ー

レ
（
柏
崎
市
日
石
町
4

−

32
）

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
・
展
示
物
解
説

12
月
5
日
（
水
）
13
：
00
～

14
：
10

柏
崎
市
文
化
会
館
ア
ル
フ
ォ
ー

レ　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、
マ
ル
チ

ホ
ー
ル
、
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

12
月
5
日
（
水
）
14
：
10
～

14
：
40

柏
崎
市
文
化
会
館
ア
ル
フ
ォ
ー

レ　

大
ホ
ー
ル

記
念
講
演
会
「
私
た
ち
の
生
活

に
見
る
被
差
別
部
落
の
技
術
と

文
化
」

12
月
5
日
（
水
）
15
：
00
～

16
：
50

柏
崎
市
文
化
会
館
ア
ル
フ
ォ
ー

レ　

大
ホ
ー
ル

■
講
師　
作
家
・
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー

川
元
祥
一　

氏

柏
崎
市
市
民
活
動
支
援
課
生
活

安
全
係　

☎
０
２
５
７

−

２
３

−

５
１
１
１

秋
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

『
消
す
ま
で
は  

出
な
い

行
か
な
い  

離
れ
な
い
』

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を

迎
え
ま
す
。

　

今
年
も
秋
の
火
災
予
防
運
動
が

全
国
一
斉
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

左
記
の
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
注

意
し
、
火
災
の
予
防
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

実
施
期
間　

　

11
月
9
日（
金
）か
ら
15
日（
木
）

ま
で
の
7
日
間

　

住
宅
防
火　
い
の
ち
を
守
る　
７

つ
の
ポ
イ
ン
ト

−

3
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策

−

3
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

4
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。
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・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合
消

防
本
部
予
防
課

☎
２
２

−

８
０
９
６
（
直
通
）
ま

た
は
、
お
近
く
の
消
防
署
ま
で

高
齢
者
の
住
ま
い
ト
ラ

ブ
ル
１
１
０
番
の
ご
案

内
　

新
潟
県
弁
護
士
会
で
は
、「
高

齢
者
の
住
ま
い
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０

番
」
と
し
て
無
料
電
話
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

11
月
16
日
（
金
）
10
：
00
～

16
：
00

■
相
談
対
象

有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
高
齢
者
専

用
賃
貸
住
宅
（
高
専
賃
）
に
現

在
入
居
さ
れ
て
い
る
方
、
過
去

に
入
居
し
て
い
た
方
、
入
居
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
で
、
入
居

一
時
金
、
保
証
人
、
契
約
、
解

約
、
退
去
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

を
抱
え
て
い
る
方

■
相
談
電
話
番
号

０
５
７
０

−

０
７
３

−

１
６
５

（
当
日
限
り
）

新
潟
県
弁
護
士
会

☎
０
２
５

−

２
２
２

−

５
５
３
３

新
潟
市
中
央
区
学
校
町
通
1
番

町
1
番
地

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０

番
の
ご
案
内

　

新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、
勤

労
感
謝
の
日
（
11
月
23
日
）
に
あ

わ
せ
、
働
く
人
の
抱
え
る
職
場
内

や
会
社
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る

｢

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番｣
と

し
て
司
法
書
士
に
よ
る
電
話
で
の

無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

厳
し
い
労
働
環
境
の
中
、
賃
金

の
未
払
い
・
サ
ー
ビ
ス
残
業
・
不

当
解
雇
な
ど
の
相
談
や
、
職
場
内

で
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ･

い

じ
め
等
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。11

月
23
日
（
金
・
祝
）

10
：
00
～
15
：
00

■
相
談
電
話
番
号

０
２
５

−

２
４
３

−

９
０
０
１

（
当
日
限
り
）

新
潟
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
５

−

２
４
４

−

５
１
２
１

新
潟
市
中
央
区
笹
口
1
丁
目
11

番
地
15

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
徒
募
集

の
お
知
ら
せ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
通
信
制
の

高
等
学
校
普
通
科
お
よ
び
生
涯
学

習
通
信
講
座
の
生
徒
・
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
無
料
の
案
内
書
を
ご

請
求
く
だ
さ
い
。

■
出
願
期
間

高
等
学
校
普
通
科

推
薦
入
学
：
平
成
25
年
1
月
18

日
～
1
月
24
日

一
般
入
学
：
平
成
25
年
1
月
25

日
～
4
月
30
日

生
涯
学
習
通
信
講
座:

通
年
申
込
受
付

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園　

☎
０
４
２

−

５
７
２

−

３
１
５
１

（
代
表
）

案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
０
１
２
０

−

０
６

−

８
８
８
１

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
い

が
た
２
０
１
３
開
催
の

お
知
ら
せ

　

勤
務
地
が
新
潟
県
内
の
企
業
が

参
加
す
る
学
生
対
象
の
合
同
企
業

説
明
会
で
す
。

11
月
27
日(

火)

13
：
00
～
16
：
30

朱
鷺
メ
ッ
セ 

２
Ｆ 

メ
イ
ン
ホ

ー
ル

平
成
25
年
3
月
大
学
等
卒
業
予

定
者

平
成
22
年
3
月
以
降
大
学
等
卒

業
者

■
参
加
企
業　
50
社
（
予
定
）

※
参
加
企
業
等
詳
細
は
新
潟
県
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
に
い
が
た
で
検
索
で

き
ま
す
。

新
潟
県
産
業
労
働
観
光
部
労
政

雇
用
課
雇
用
対
策
班

☎
０
２
５

−

２
８
０

−

５
２
７
０

新
潟
大
学
法
律
相
談
部

無
料
法
律
相
談
会
開
催

の
お
知
ら
せ

　

新
潟
大
学
法
律
相
談
部
は
、
部

員
の
勉
学
を
通
じ
て
蓄
積
さ
れ
た

知
識
を
住
民
の
皆
様
の
一
助
と
な

す
こ
と
を
目
的
に
、
無
料
法
律
相

談
会
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
相
談

に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

無
料
法
律
相
談
会

12
月
2
日
（
日
）　

10
：
00
～
17
：
00
（
要
予
約
）

新
潟
大
学
五
十
嵐
キ
ャ
ン
パ
ス

人
社
棟

予
約
電
話
受
付

11
月
16
日
（
金
）

13
：
00
～
19
：
00

11
月
17
日
（
土
）・
18
日
（
日
）

10
：
00
～
19
：
00

■
電
話
番
号

０
２
５
（
２
６
３
）
３
０
６
０

ま
た
は

０
２
５
（
２
６
１
）
３
２
７
９

係
争
中
（
裁
判
中
・
調
停
中
）

の
事
件
を
除
く
民
事
事
件
（
離

婚
、
相
続
、
賃
貸
借
、
土
地
関

係
な
ど
）

詳
し
く
は
、

http://w
w

w
.e-akiba.jp/~ho-

so/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
潟
大
学
法
律
相
談
部

広
報
担
当　

工
藤

☎
０
９
０（
７
９
３
６
）５
９
４
２
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アルビレックス
新潟情報 !!

アルビレックスアルビレックス
新潟情報 !!新潟情報 !!

ゴ
ー
ル
ラ
ッ
シ
ュ
！

　

9
月
29
日
（
土
）、
東
北
電
力

ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
Ｊ

1
リ
ー
グ
第
27
節
、
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
vs
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

前
半
は
0

－

0
で
し
た
が
、
後

半
か
ら
ゴ
ー
ル
ラ
ッ
シ
ュ
が
始
ま

り
ま
す
。
ま
ず
は
後
半
11
分
、
ミ

シ
ェ
ウ
選
手
が
Ｐ
Ｋ
を
決
め
て
先

制
し
ま
す
。
2
点
目
も
ミ
シ
ェ
ウ

選
手
。
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
、
追

加
点
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

後
半
28
分
に
は
オ
ウ
ン
ゴ
ー
ル

で
3
点
目
。
得
点
を
重
ね
て
も
新

潟
の
積
極
的
な
姿
勢
は
変
わ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
90
分
に
は
ブ
ル
ー

ノ 

ロ
ペ
ス
選
手
が
ミ
ド
ル
シ
ュ

ー
ト
を
決
め
て
4
点
目
。

　

さ
ら
に
CK
か
ら
坪
内
選
手
が
5

点
目
を
追
加
し
ま
す
。
Ｊ
1
リ
ー

グ
で
の
5
ゴ
ー
ル
は
ク
ラ
ブ
初
と

な
る
記
録
。

　

移
籍
後
初
ゴ
ー
ル
を
決
め
た
坪

内
選
手
は
試
合
後
、「
立
っ
て
い

た
ら
ボ
ー
ル
が
来
た
の
で
、
あ
と

は
押
し
込
む
だ
け
だ
っ
た
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

選
手
が
一
つ
に
な
る
こ
と
、
さ

ら
に
は
ク
ラ
ブ
や
サ
ポ
ー
タ
ー
も

一
つ
に
な
っ
て
戦
う
こ
と
が
残
留

の
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
に
、
皆
さ

ん
の
温
か
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

ユ
ー
ス
・
川
口
尚
紀
選
手
が
来
季

新
加
入
内
定
！

　

10
月
2
日
（
火
）、
ア
ル
ビ
レ

ッ
ク
ス
新
潟
は
ユ
ー
ス
の
川
口
尚

紀
選
手
の
来
季
新
加
入
を
発
表
し

ま
し
た
。
川
口
選
手
は
長
岡
市
出

身
で
す
。
各
年
代
の
日
本
代
表
に

も
選
出
さ
れ
、
昨
年
は
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ 

U
‐
17
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
メ
キ
シ

コ
２
０
１
１
で
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
と

し
て
出
場
し
、
ベ
ス
ト
8
進
出
に

大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ

で
は
9
月
9
日
（
日
）
の
天
皇
杯

2
回
戦
、
サ
ウ
ル
コ
ス
福
井
戦
で

公
式
戦
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
り
、
1
ア

シ
ス
ト
を
記
録
す
る
活
躍
を
見
せ

て
い
ま
す
。

　

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
選
手
と
も
互

角
に
渡
り
合
え
る
フ
ィ
ジ
カ
ル

と
、
積
極
的
な
攻
撃
参
加
を
見
せ

る
将
来
有
望
な
選
手
で
す
。
新
潟

出
身
の
選
手
と
し
て
、
皆
さ
ん
の

温
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

成
長
の
証

　

プ
レ
ナ
ス
な
で
し
こ
リ
ー
グ

２
０
１
２
が
9
月
16
日
（
日
）
か

ら
再
開
し
ま
し
た
。
リ
ー
グ
再
開

後
、
ア
ウ
ェ
イ
2
連
戦
を
戦
い
、

1
勝
1
分
と
ま
ず
ま
ず
の
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。
そ
し
て
再
開

後
、
初
と
な
る
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
が

9
月
30
日
（
日
）
に
新
潟
市
陸
上

競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
で
し
こ
リ
ー
グ
第
13
節
の
対

戦
相
手
は
岡
山
湯
郷
Ｂ
ｅ
ｌ
ｌ

ｅ
。
試
合
は
開
始
早
々
に
先
制
を

許
し
ま
す
が
、
ゲ
ー
ム
を
優
位
に

進
め
た
の
は
新
潟
で
し
た
。
新
潟

は
前
半
36
分
に
山
崎
選
手
の
ゴ
ー

ル
で
追
い
つ
き
、
後
半
4
分
に
オ

ウ
ン
ゴ
ー
ル
で
逆
転
に
成
功
し
ま

す
。

　

し
か
し
、
逆
転
か
ら
5
分
後
、

同
点
に
追
い
つ
か
れ
ま
す
。71
分
、

Ｐ
Ｋ
を
上
尾
野
辺
選
手
が
決
め
、

再
び
湯
郷
を
突
き
放
し
ま
す
が
、

追
い
つ
か
れ
3

－

3
で
試
合
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

　

奥
山
監
督
は
「
欲
を
言
え
ば
逃

げ
切
り
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
価

値
あ
る
引
き
分
け
で
し
た
。
選
手

た
ち
は
よ
く
戦
っ
て
く
れ
ま
し
た

し
、
い
い
戦
い
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
」
と
選
手
を
激
励
し
て
い
ま
し

た
。

　

な
で
し
こ
リ
ー
グ
の
ホ
ー
ム
最

終
戦
は
11
月
4
日
（
日
）
に
新
発

田
市
五
十
公
野
公
園
陸
上
競
技
場

で
行
わ
れ
る
、
Ａ
S
エ
ル
フ
ェ
ン

狭
山
戦
で
す
。
ぜ
ひ
会
場
で
選
手

の
後
押
し
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！

※
11
月
の
試
合
日
程

〈
J
リ
ー
グ
〉

第
31
節
11
月
7
日
（
水
）

VS
清
水
エ
ス
パ
ル
ス�

19
：
00

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
ス
タ
ジ
ア

ム
日
本
平

第
32
節
11
月
17
日
（
土
）

VS
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ�

14
：
00

東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ

ジ
ア
ム

第
33
節
11
月
24
日
（
土
）

VS
ベ
ガ
ル
タ
仙
台�

14
：
30

ユ
ア
テ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
仙
台

〈
な
で
し
こ
リ
ー
グ
〉

第
17
節
11
月
4
日
（
日
）

VS
Ａ
S
エ
ル
フ
ェ
ン
狭
山13

：
00

新
発
田
市
五
十
公
野
公
園
陸
上

競
技
場

第
18
節
11
月
11
日
（
日
）

VS
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
市
原

・
千
葉
レ
デ
ィ
ー
ス�

12
：
30

フ
ク
ダ
電
子
ア
リ
ー
ナ
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■日　　時　12 月 1 日（土）　試合開始 15 時 30 分
■会　　場　東北電力ビッグスワンスタジアム
■観戦座席　バックスタンド１層目指定席
■応募条件　聖籠町在住者
■募集人数　１００名
■応募方法　【ハガキの場合】官製ハガキの裏面に①12月1日札幌②〒・住所③氏名・年

齢④電話番号⑤チケットの希望枚数（４枚まで）⑥後援会資料請求（する・しない）
をご記入のうえ、下記の宛先までご応募ください。応募は 1 世帯につき 1 通限り有効
です。※官製ハガキは各自ご用意ください。

【メールの場合】宛先に『homegame@albirex.co.jp』、件名に『聖籠町観戦ご招待』、
本文に上記①～⑥の項目を入力のうえ、送信してください。
応募多数の場合は抽選とさせていただきます。

■応募期限　11 月 16 日（金）必着（※メール申込も同様）
■受け渡し　お申込いただいたチケットを11 月 22 日（木）頃に、送付いたします。試

合当日、チケットを必ずお持ちのうえ、Ｅゲートからご入場ください。
■宛　　先

〒９５０－０９５４　新潟市中央区美咲町２－１－１０
アルビレックス新潟後援会「試合観戦ご招待」係

■問い合せ　アルビレックス新潟後援会　高谷　☎025-282-0011

クラブの最新情報は『アルビレックス新潟携帯サイト』をご覧ください。

コチラから↓

アルビレックス新潟　試合観戦ご招待のお知らせ
J１リーグ　第34節

アルビレックス新潟　対　コンサドーレ札幌

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
レ
デ
ィ

ー
ス

【
プ
レ
ナ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
】

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
レ
デ

ィ
ー
ス
は
、
11
月
4
日
（
日
）
に
ス
フ
ィ

ー
ダ
世
田
谷
Ｆ
Ｃ
と
対
戦
し
ま
す
。
場
所

は
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
グ
ラ

ウ
ン
ド
。時
間
は
13
時
キ
ッ
ク
オ
フ
で
す
。

10
月
12
日
現
在
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー

カ
レ
ッ
ジ
レ
デ
ィ
ー
ス
の
順
位
は
11
位

と
、
降
格
圏
内
で
戦
っ
て
い
ま
す
。
10
位

の
バ
ニ
ー
ズ
京
都
Ｆ
Ｃ
を
、
勝
ち
点
1
差

で
追
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
4
日
の
試
合
で
リ
ー
グ
戦
は
最
後

と
な
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ

レ
ッ
ジ
レ
デ
ィ
ー
ス
は
、
来
年
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
リ
ー
グ
で
な
で
し
こ
リ
ー
グ
に
挑
戦

す
る
た
め
に
、
こ
の
試
合
を
戦
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
熱
い
声
援
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
！

★
イ
ベ
ン
ト
ブ

ー
ス
で
は
、
ミ

サ
ン
ガ
・
プ

ラ
バ
ン
・
自

己
紹
介
カ
ー
ド

の
展
示
を
行
い

ま
す
。
天
然
芝

グ
ラ
ウ
ン
ド
で

は
、
フ
ッ
ト
サ

ル
や
、
シ
ュ
ー

ト
ス
ピ
ー
ド
測

定
も
で
き
ま
す
。
飲
食
ブ
ー
ス
も
用
意
し

て
、
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

【
第
34
回
全
日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

大
会
】

　

9
月
17
日
（
月
）
に
、
石
川
県
の
北
陸

大
学
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
で
、 

第
34
回

全
日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
北
信

越
予
選
の
決
勝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
レ
デ
ィ
ー
ス

が
、
福
井
工
業
大
学
付
属
福
井
高
校
を
3

‐
1
で
破
り
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。
初
戦
は
11
月
23
日
と

24
日
に
静
岡
県
藤
枝
市
と
兵
庫
県
三
木
市

で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
の
応
援
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
！

第
8
回
親
子
ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
２

　

11
月
11
日
（
日
）
に
、
毎
年
恒
例
の
、

親
子
ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
タ
が
行

わ
れ
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
教
室
や
キ
ッ
ク
タ

ー
ゲ
ッ
ト
、
シ
ュ
ー
ト
ス
ピ
ー
ド
を
測
れ

る
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
、
ク
イ
ズ
や
ゲ

ー
ム
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
景
品
ゲ
ッ
ト
の

チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
ま
す
！
ポ
ッ
キ
ー
の
日

に
ち
な
ん
だ
ポ
ッ
キ
ー
デ
コ
な
ど
、
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て
い
ま

す
。
お
茶
漬
け
や
豚
汁
、
焼
き
そ
ば
な
ど

の
模
擬
店
も
出
店
し
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
経

験
は
問
い
ま
せ
ん
。参
加
費
は
無
料
で
す
。

ど
な
た
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は
、
左
記
の
連
絡
先
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

週
末
体
験
ク
ラ
ブ

　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
で

は
、
今
年
も
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
、
聖

籠
町
週
末
体
験
ク
ラ
ブ
を
11
月
24
日
と
12

月
1
日
に
行
い
ま
す
。
鬼
ご
っ
こ
や
ボ
ー

ル
遊
び
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
う
予
定

で
す
。
聖
籠
町
の
小
学
生
は
、
楽
し
み
に

待
っ
て
い
て
下
さ
い
♪

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の
お
知
ら
せ

〒957-0103
新潟県北蒲原郡聖籠町網代浜925−1
TEL：0254−32−5357
FAX：0254−32−5358
学校HP：http://www.cupsnet.com/index.html
HFL（北信越フットボールリーグ）
情報サイト：http://www.cupsnet.com/hk/top.html

JAPANサッカーカレッジ
HFLモバイルサイトは

こちらから!!

【お申し込み・お問い合わせ先】

写真提供／
㈱アルビレックス新潟
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米
粉
パ
ン
の
味
は
い
か
が
？

み ん な の ひ ろ ば
　

9
月
22
日
（
土
）、
蓮
潟
こ
ど

も
園
の
５
歳
児
が
二
本
松
の
坂
上

ぶ
ど
う
園
で
ぶ
ど
う
狩
り
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
ぶ
ど
う
狩
り
は
、
5
歳
児

の
学
年
行
事
の
思
い
出
作
り
の
一

つ
と
し
て
行
わ
れ
、
蓮
潟
こ
ど
も

園
の
園
児
と
そ
の
ご
家
族
な
ど
約

80
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
ぶ
ど
う
の
甘
さ
に
思
わ

ず
舌
鼓
。
や
っ
ぱ
り
聖
籠
町
産
の

ブ
ド
ウ
は
お
い
し
い
で
す
ね
!!

　

10
月
5
日
（
金
）
か
ら
、
町
内

こ
ど
も
園
の
給
食
に
杉
の
子
の
家

福
祉
作
業
所
の
米
粉
パ
ン
が
登
場

し
ま
し
た
。

　

こ
の
米
粉
パ
ン
は
、
地
元
で
採

れ
た
材
料
を
使
用
し
、
米
粉
と
小

麦
粉
の
比
率
な
ど
に
こ
だ
わ
り
ひ

と
つ
ひ
と
つ
手
作
り
し
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
11
月
3
日（
土
）、
杉
の

子
の
家
パ
ン
販
売
所
が
オ
ー
プ
ン

予
定
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
杉
の
子
の
家
で
作
ら
れ

る
お
い
し
い
パ
ン
を
ご
賞
味
く
だ

さ
い
。

　9 月 25 日（火）、聖籠スポーツセンターアルビレッジで、第３７回聖籠町
小学校親善陸上大会が開催され、各校の５年生・６年生が参加しました。
　出場した児童は１００㍍、８０㍍ハードル等のトラック競技や走り高跳び
等のトラック競技を選択して、それぞれの記録に力いっぱい挑戦し、さわ
やかな汗を流しました。
　また、昼食後はおのおの準備した名刺を交換して、親睦を深め合いました。

大会成績（１位のみ）　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

競 技 名 男　　　　　子 女　　　　　子
学年 氏　名 校名 記　録 氏　名 校名 記　録

100 ｍ
6 年 相馬　拓実 山倉 14 秒 1 佐藤　優羽 亀代 15 秒 2
5 年 二宮　和也 蓮野 15 秒 9 宮澤　澪未 亀代 15 秒 9

800 ｍ
6 年 三浦　もも 山倉 2 分 41 秒 7
5 年 小山　裕佳 亀代 2 分 53 秒 4

1500 ｍ
6 年 松田　　雅 亀代 5 分 15 秒 0
5 年 相馬　宏向 山倉 5 分 35 秒 4

80 ｍハードル
6 年 萩原　脩平 亀代 14 秒 0 高崎　織音 亀代 14 秒 4
5 年 新田　翔星 蓮野 15 秒 6 小林　果乃 亀代 17 秒 5

走り高跳び
6 年 相馬　大也 山倉 124cm 青木　萌恵 蓮野 122cm
5 年 田中　兵吾 亀代 110cm 八幡　胡桃 山倉 114cm

ソフトボール投げ
6 年 石井　太郎 蓮野 59m15cm 伊藤　真子 山倉 30 ｍ 75cm
5 年 石井　丈二 蓮野 45m85cm 小俣　瑠香 亀代 30 ｍ 75cm

４×100mリレー

6 年

小川　礼雄

亀代A 58 秒 4

渡邊　凪紗

亀代A 1 分 0 秒 0
萩原　脩平 佐藤　優羽
久住　駿介 市村さくら
吉川　晃生 高崎　織音

5 年

二宮　和也

蓮野A 1 分 2 秒 0

小俣　瑠香

亀代A 1 分 3 秒 4
渡邉　　陽 宮澤　澪未
長谷部　巧 小山　裕佳
新田　翔星 高橋　紗羅

思
い
出
づ
く
り
に
ぶ
ど
う
狩
り米粉パン、もちもちでおいしいね！

第３７回　聖籠町小学校親善陸上大会
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投
稿
す
る
と
き
は
濃
い
鉛
筆
（
2
B

以
上
）か
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。（
薄

い
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
）
名
前
は

必
ず
書
い
て
く
だ
さ
い
。（
ペ
ン
ネ
ー
ム

希
望
の
場
合
は
名
前
の
横
に
ペ
ン
ネ
ー

ム
『
○
○
○
』
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

１
か
月
に
一
人
１
枚
だ
け
受
け
付
け

ま
す
。

元気に育ってね！
　この写真は保健福祉センターで
行われている乳児健診会場で４か
月健診対象乳児を撮影しています。

新・食は味楽来
ミ　　　　ラ　　　 クル

～聖籠町まるごと食育事業～
郷土を愛せる子どもを育もう！

食育を通して共に育とう！
　「塩分は控えめに」「野菜は充分に食べよう」体に良いことは
分かっていても長年の食習慣はそう簡単には変えられない…。
食が多様化した現代はだからこそ、子どもの頃から望ましい食
習慣を身につけることは何よりの宝となります。町ではこども
園から中学校までの 12 年間食育授業を実施しています。
　そのスタートとなる幼児期に、町食生活改善推進員さんによ
る食育劇を実施しており、この劇が子どもたちの食育の基礎と
なっています。
　劇では、食品を体内での主な働きにより３つに分類し、赤色
の「ぐんぐんちゃん」緑色の「いきいきちゃん」黄色「もりも
りちゃん」というキャラクターが自分たちの働きを伝えます。
元気な体を作る為にはどれもが必要なこと、特に不足しがちな
野菜をたくさん食べることを強調しています。今ではすっかり
おなじみのキャラクターとなっています。

ぐんぐんちゃん いきいきちゃん
もりもりちゃん ご存知ですか？

　今月食育劇が各園で実施されます。ご家族や地域の皆さんぜ
ひ足をお運びください。

  9 日（金）　亀代こども園
13 日（火）　蓮潟こども園　　　いずれも
22 日（木）　蓮野こども園　　　10 時半～ 30 分程度

　食事を通して「心」を育て、食を通じた「つながり」が郷土
を愛する人を育て「共に学び・育ち合う食育」が町に拡がって
いくことを願っています。

み ん な の ひ ろ ば

町の宝で〜す
9月の乳児健診から

宮下 梅
うめ

 ちゃん北澤 亮
りょう

 ちゃん

佐藤 陽
はる

 ちゃん

加藤 嵩
しゅう

大
た

 ちゃん

金子 美
み ゆ

結 ちゃん

齋藤 珠
じゅ

梨
り

 ちゃん

志村 旺
おう

楽
ら

 ちゃん

笹川 莉
り お

央 ちゃん諏方 陸
りく

人
と

 ちゃん

No.7

アップルさん 11歳 ＲＥＩさん 6歳 いからしそうたさん 6歳
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　㈳新発田地域シルバー人材センター聖籠事務所では 10 月 9
日（火）を奉仕作業日として、日頃から親しんでいる亀代・蓮
野の多目的屋内運動場とセンターの事務所がある結いハートの
周辺で清掃作業などに取り組みました。
　早朝から清掃を開始し、昼までには施設周辺がすっかりきれ
いになりました。参加者は皆、多目的運動場と結いハートを利
用する人が気持ちよく使えるようにと懸命に作業に取り組みま
した。
　施設を利用される町民の皆さんも、目立たないところで清掃
等に励んでいる人々がいることを忘れないでいてほしいと思い
ます。

シルバーの入会説明会においでください
　特別な技術や資格がなくても遠慮は不要です。お気軽にどうぞ。
■会員になれる方　 おおむね 60 歳以上の、健康で働く意欲の

ある方。
■説明会および入会申し込み　 第２、第４水曜日の午前 10 時

から聖籠事務所で
開催。（祝祭日と重
なった場合は翌日）
新発田地域シルバ
ー人材センター聖
籠事務所

☎ 27 － 1644

み ん な の ひ ろ ば

町長を囲んで 結いハート聖籠での除草作業

　
13
回
目
の
ペ
ッ
ト
自
慢
は
、
吉

田
真
由
美
さ
ん
宅（
山
大
夫
）の
ヒ

メ
ち
ゃ
ん
と
ロ
イ
を
紹
介
し
ま

す
。

★
ヒ
メ
と
ロ
イ
に
つ
い
て
★

　

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
鳥
を
見
て
い

て
、ヒ
メ
と
ロ
イ
を
飼
う
こ
と
に
。

　

日
中
は
2
羽
と
も
お
と
な
し
く

し
て
い
て
、
ウ
ト
ウ
ト
し
つ
つ
体

力
を
温
存
し
て
家
族
の
帰
り
を
待

っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
が
帰
っ
て
く
る
と
ス
イ
ッ

チ
が
入
り
、
2
羽
と
も
元
気
に
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　

ヒ
メ
は
と
っ
て
も
ナ
ル
シ
ス

ト
。
鏡
を
見
な
が
ら
「
ヒ
メ
、
カ

ワ
イ
イ
」
な
ど
と
し
ゃ
べ
っ
て
い

ま
す
。
家
族
で
「
ヒ
メ
ち
ゃ
ん
可

愛
い
ね
」
な
ど
と
話
し
か
け
て
い

た
ら
言
葉

を
覚
え
て
、

す
っ
か
り

調
子
に
乗

っ
て
い
ま

す
。

　

ロ
イ
は

飛
び
回
る

の
が
大
好

き
。
自
力

で
ゲ
ー
ジ

か
ら
出
て
家
の
中
を
飛
び
回
り
、

お
な
か
が
す
い
た
ら
自
分
か
ら
ゲ

ー
ジ
の
中
に
戻
り
ま
す
。そ
れ
と
、

私
の
次
女
の
こ
と
が
大
好
き
で
、

次
女
が
「
ロ
イ
！
」
と
呼
ぶ
と
次

女
の
人
差
し
指
に
と
ま
り
ま
す
。

　

ヒ
メ
は
亡
く
な
っ
た
お
じ
い
ち

ゃ
ん
が
大
好
き
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん

が
よ
く
「
ヒ
メ
、
ど
う
し
た
？
」

と
話
し
か
け
て
い
た
の
を
真
似
て

突
然
「
ヒ
メ
、
ど
う
し
た
？
」
と

し
ゃ
べ
る
こ
と
も
。
そ
の
た
び
、

ま
る
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
今
も
す

ぐ
そ
ば
に
い
る
よ
う
で
す
。

　

2
羽
と
も
大
事
な
家
族
。
い
つ

ま
で
も
長
生
き
し
て
ね
。

　★ プロフィール ★
青のインコ
名前  ヒメ
生年月日  ？？
７歳（？）の男の子
種類  セキセイインコ

　★ プロフィール ★
黄色のインコ
名前  ロイ
生年月日  ？？
５歳（？）の男の子
種類  セキセイインコ

聖籠町の秋を満喫
～国際交流事業～

みんなの施設を気持ちよく使うため
「シルバーの日」奉仕活動

　９月２９日（土）二本松の髙橋巨峰園で、
新潟大学や県立がんセンター、敬和学園大学
に留学している中国黒龍江省等の学生を招待
して「ぶどう狩り交歓会」が行われました。
本事業は秋の恒例行事として毎年おこなわれ
ているものです。
　今回は中国駐新潟総領事館から潘曉景教育
領事、敬和学園大学の鈴木佳秀学長も参加し、
甘さたっぷりの聖籠産ぶどうを味わっていま
した。
　この日は例年より暑く、会場は大いに盛り
上がりました。町民の皆さんや観光ぶどう園
関係者、町議会議員など総勢６２名が参加。
ゲスト出演者の演奏も楽しみ、秋のひととき
をなごやかに過ごしました。

№13

　

可
愛
い
ペ
ッ
ト
を
紹
介
し
た
い
方
は

電
話
、
メ
ー
ル
、
広
報
は
が
き
等
で
総

務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
掲
載
す
る
場
合
は
総
務
課
か
ら

連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

掲
載
さ
れ
た
方
に
は
薄
謝
を
進
呈
し

ま
す
。

自
慢
し
た
い
ペ
ッ
ト
募
集
！
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が
ん
ば
っ
た
ね
！
　こ
ど
も
園
運
動
会

蓮野こども園

亀代こども園

聖籠こども園

蓮潟こども園


